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歳入の構成
町税の内訳は次のページへ

町税
18 億 4,101 万円

使用料・手数料
  4 億 6,417 万 3 千円

諸収入
  2 億 4,828 万 4 千円地方債

　12 億 3,263 万 7 千円

国庫支出金
　9 億 1,958 万８千円

府支出金
　8 億 6,161 万 3 千円

その他※２（依存財源）
　3 億 9,758 万 1 千円

※１ 繰入金・財産収入・ 
寄付金・分担金 . 負担金

※２ 地方譲与税、利
子割交付金、配当割交
付金、株式等譲渡所得
割交付金、地方消費税
交付金、自動車取得税
交付金・軽油引取税、
地方特例交付金、交通
安全対策特別交付金

地方交付税
55 億 3,040 万 9 千円

歳入の財政状況 1（普通会計）
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会計別決算
特集特集 - 決算

歳入（町に入ったお金）の状況：普通会計

営業収益 事業費用 損益計算により
収益的収支(水道料等) 1 億 6,849 万円 1 億 8,017 万円 　△ 1,333 万円

会　　計 歳　　入 歳　　出 翌年度に繰越
すべき財源 実質収支

一般会計 117 億 1,019 万円 114 億 5,912 万円 2,947 万円 2 億 2,160 万円

■一般会計

会　　計 歳　　入 歳　出 翌年度に繰越
すべき財源 実質収支

簡易水道会計 7 億 5,107 万円 7 億 4,823 万円 0 284 万円

宅地造成事業会計 0 0 0 0

下水道会計 16 億 6,096 万円 16 億 5,792 万円 250 万円 54 万円

農業集落排水会計 4,112 万円 4,101 万円 0 11 万円

介護保険
会計

( 事業勘定） 26 億 231 万円 26 億 200 万円 0 31 万円

( サービス勘定) 1,513 万円 1,513 万円 0 0

土地取得会計 35 万円 2 万円 0 34 万円

国民健康保
険会計

( 事業勘定） 27 億 9,323 万円 27 億 8,550 万円 0 774 万円

( 直診勘定） 8,796 万円 8,792 万円 0 4 万円

後期高齢者医療会計 2 億 6,740 万円 2 億 6,365 万円 0 375 万円

財産区会計 9,100 万円 2,171 万円 0 6,929 万円

■特別会計

■公営企業会計（水道事業会計）

営業収益 事業費用 損益計算により
資本的収支(施設建設等) 164 万円 7,210 万円 　△ 7,046 万円

※資本的収支不足は、当年度分損益勘定留保資金および消費税資本的収支調整額で補填しています。

歳入・歳出決算の状況を、地方財政統計上、統一的に用いられる普通会計によりグラフ
化し説明します。
※普通会計：一般会計、宅地造成事業特別会計、土地取得特別会計を純計したものと
   簡易水道特別会計の一部を計上したものです。

　※端数整理のため表内計等が一致しないものがあります。

税　目 26 年度税額 前年度比較 増減率 (%)

市町村民税 805,346 △ 9,406 △ 1.2

固定資産税 834,680 11,551 1.4

軽自動車税 60,731 1,883 3.2

市町村たばこ税 140,227 △ 11,991 △ 7.9

都市計画税 26 △ 9 △ 25.7

合　計 1,841,010 △ 7,972 △ 0.4

■町税の内訳（単位：千円）
税　目 26 年度 25 年度

全体 現年分 滞納繰越分 全体 現年分 滞納繰越分
市町村民税 95.7 98.6 39.1 94.9 98.6 36.3 

固定資産税 93.1 98.9 28.5 91.2 98.5 25.8 

軽自動車税 94.2 98.6 30.7 92.9 98.4 23.0 

市町村たばこ税 100.0 100.0 －　 100.0 100.0 －　

都市計画税 32.9 0.0 32.9 19.7 0.0 19.7 

合　計 94.8 98.8 32.3 93.6 98.7 29.4 

■町税の徴収率（単位：％）

　※端数整理のため表内計等が一致しないものがあります。

項　目 金額（千円） 構成比 (%) 増減率 (%)

自主財源
（23.6％）

町　税 1,841,010 15.7 △ 0.4

使用料 ･ 手数料 464,173 4.0 △ 1.6

諸収入 248,284 2.1 6.9

繰越金 130,471 1.1 △ 0.6

その他 ( 自主財源 ) ※ 1 84,838 0.7 42.2

依存財源
（76.4％）

地方交付税 5,530,409 47.2 △ 0.8

地方債 1,232,637 10.5 26.6

国庫支出金 919,588 7.9 11.7

府支出金 861,613 7.4 3.8

その他（依存財源）※ 2 397,581 3.4 9.8

合　　　　計 11,710,604 100.0 3.6

※２ 地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、自動車取得税交付金・軽油引取税、地方特例交付金、　
　　 交通安全対策特別交付金

※１ 繰入金・財産収入・ 寄付金・分担金 . 負担金　
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繰越金
  1 億 3,047 万 1 千円
その他※１（自主財源）
　8,483 万 8 千円

　　　　歳入
117 億 1,060 万 4 千円

01
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民生費
　32 億 225 万
　　　4 千円

衛生費
9 億 1,959 万 4 千円

消防費
6 億 2,747 万円

農林水産費
4 億 7,571 万９千円

商工費
2 億 2,535 万 5 千円

議会費
1 億 1,372 万 6 千円

労働費
3,131 万 2 千円

災害復旧費
1,079 万 5 千円

平成 26 年度に行った主な事業

総務費
13 億 7,643 万 7 千円

教育費
13 億 3,879 万 1 千円

歳出の財政状況（普通会計）歳出の財政状況２

特集 - 決算 特集 - 決算

 普通会計歳出総額　114 億 5,957 万４千円 

性　質　別　内　訳

H26
H25

17 億 6,978 万 8 千円
17 億 9,573 万 8 千円

19 億 8,859 万 9 千円
18 億 9,899 万 6 千円

11 億 1,615 万円
8 億 1,118 万 6 千円

18 億 6,897 万 9 千円
18 億 8,344 万 6 千円

17 億 2,470 万 4 千円
17 億 1,562 万 4 千円

15 億 6,232 万 4 千円
14 億 2,618 万 9 千円

11 億 7,420 万 7 千円
11 億 9,622 万 5 千円

2 億 5,482 万 3 千円
3 億 4,567 万円

③公債費

⑦投資的
経　費

⑤物件費

⑥補助費等

⑧その他

①人件費

④繰出金

②扶助費

歳出（町が使ったお金）の状況：普通会計

項目 決算額（千円）構成比 (%) 前年度比較（千円）増減率(%)

民生費 3,202,254 27.9 117,227 3.8 

公債費 1,724,704 15.1 9,080 0.5 

土木費 1,413,417 12.3 156,351 12.4 

総務費 1,376,437 12.0 △ 80,172 △ 5.5 

教育費 1,338,791 11.7 228,618 20.6 

衛生費 919,594 8.0 39,843 4.5 

消防費 627,470 5.5 24,364 4.0 

農林水産業費 475,719 4.2 36,728 8.4 

商工費 225,355 2.0 △ 39,983 △ 15.1 

議会費 113,726 1.0 △ 8,874 △ 7.2 

労働費 31,312 0.3 △ 96,367 △ 75.5 

災害復旧費 10,795 0.1 10,795 皆増 

諸支出金 0 0.0 △ 11,110 0.0 

合計 11,459,574 100.0 386,500 3.5 

　※端数整理のため表内計等が一致しないものがあります。項　目 金額（千円） 構成比（％）増減率（％） 内　容

義務的
経費

人件費 1,769,788 15.4 △ 1.4 職員給与・議員報酬・各種委員報酬など
扶助費 1,562,324 13.6 9.5 児童手当、障害者自立支援給付費・老人ホーム入所措置費など
公債費 1,724,704 15.1 0.5 借金の返済元利金

繰出金 1,988,599 17.4 4.7 下水道・簡易水道・介護保険・国民健康保険などの特別会計への繰出金
物件費 1,868,979 16.3 △ 0.8 賃金・旅費・備品購入費・委託料・消耗品費・修繕料など

補助費等 1,174,207 10.2 △ 1.8 宮津与謝消防組合への負担金、まちづくり人づくり補助金、地方バス路
線運行維持支援、各種団体への補助金など

投資的経費 1,116,150 9.7 37.6 町道新設改良事業、小・中学校施設整備事業などの建設費や災害復旧事業費
その他 254,823 2.2 △ 26.3 貸付金、基金への積立金、維持補修費
合　計 11,459,574 100.0 3.5
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な
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与謝野町総合計画の後期基本計画に掲げるまちづくりの基本目標に基づき、26 年度は以下の事業に取り組みました。

安心と生きがいのある福祉のまちづくり 伝統を生かした未来にチャレンジする産業づくり

自然と安全を守るまちの基盤づくり 快適でやすらぎのある生活環境づくり

旧石寛倉庫解体工事　	 14,036 千円
介護職員初任者研修事業	     736 千円
放課後児童健全育成事業	 32,949 千円

公共施設の AED 更新	 11,794 千円
宮津与謝環境組合負担金	 36,317 千円
宮津与謝消防組合負担金 451,982 千円
消防施設等整備事業	 48,580 千円

産業振興事業		   5,343 千円
与謝野ブランド戦略事業	   2,525 千円
明日の京都村づくり事業	 12,741 千円
海の京都・美心与謝野事業	17,234 千円

有線テレビ施設整備事業	 35,996 千円
町営バス運行事業	   6,960 千円
道路維持補修事業           115,785 千円

明日の人材を育成する教育文化のまちづくり 協働で進めるまちづくり

適応指導教室事業	   6,105 千円
中学校施設整備事業        230,550 千円
幼稚園施設整備事業	   2,916 千円

住民自治活動支援事業	 13,607 千円
地区公民館施設整備事業	 93,103 千円

0304
歳出の構成

　　　　歳出
114 億 5,957 万 4 千円

公債費
17 億 2,470 万 4 千円

土木費
14 億 1,341 万 7 千円



6

町の基金（貯金）と町債（借金）普通会計決算を
一般家庭の家計簿に例えると…

特集 - 決算 特集 - 決算

金額が大きく、使用される用語も難しい、町の決算内容。
単純に比べることは出来ませんが、平成 26 年度普通会計歳入決算額
117 億 1,060 万 4 千円を、年収 450 万円の「よさのさん」の家計に
置き換えて例えてみます。

よさのさんの
家計簿を見てみま
しょう

基金名 26 年度末残高
（千円）

25 年度末残高
（千円） 増減率（％）

財政調整基金 1,753,008 1,648,190 6.4
減債基金 391,057 390,929 0.1

特定目的基金 2,432,346 2,248,247 8.2
特別会計基金 1,022,261 1,064,349 △ 4.0

計 5,598,671 5,351,716 4.6

基金名 積立額（千円）
財政調整基金 104,818

有線テレビ放送等
施設基金 13,069

地域振興基金 176,816
簡易水道特別会計

財政調整基金 4,479

会　計 内　訳 26 年度末残高（千円） 25 年度末残高（千円） 増減率（％）

一般会計
合併特例債 4,505,962 4,443,798 1.4

臨時財政対策債 5,614,577 5,488,272 2.3
その他事業債 3,220,575 3,754,346 △ 14.2

特別会計

簡易水道特別会計 6,436,080 6,414,413 0.3
下水道特別会計 11,079,224 11,387,514 △ 2.7

農業集落排水特別会計 270,241 281,004 △ 3.8
国民健康保険特別会計 4,883 7,154 △ 31.7

企業会計 水道事業会計 843,667 891,831 △ 5.4
合   計 31,975,203 32,668,332 △ 2.1

基金残高の推移（25 年度から 2 億 4,695 万 5 千円の増加）
グラフは、財政調整基金、減債基金、特定目的基金、特別会計基金残高総額の推移

■各基金残高の前年度比較 ■ 26 年度の主な基金積立額

■各会計の町債残高の前年度比較

町債残高の推移（25 年度から 6 億 9,312 万 9 千円の減額）
グラフは、一般会計、特別会計、公営企業会計の町債残高総額の推移

　※端数整理のため表内計等が一致しないものがあります。

家計簿区分 普通会計決算区分

収入

給料・パート収入等 町税、使用料等
預金引き出し 基金取り崩し

祖父母からの仕送り援助等 地方交付税、国・府支出金等
ローンの借入金 地方債

支出

食費等 人件費
医療費等 扶助費

ローン返済 公債費
家の増改築・修繕、家具・電化製品等購入 投資的経費、維持補修費

子どもへの仕送り等 補助費、繰出金等
預金積立 積立金

光熱水費・日用生活品等 物件費

■家計簿区分と決算区分
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決
算
意
見
書
か
ら

●
総　
括

  

平
成
26
年
度
は
、
４
月
に
町
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

初
代
太
田
貴
美
町
長
か
ら
２
代
目
山
添
藤
真
町
長

へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
の
年
と
な
っ
た
。
予
算
は
、

前
町
長
が
骨
格
予
算
を
組
み
、
新
町
長
が
こ
れ
に

肉
付
け
を
す
る
形
で
編
成
さ
れ
、
執
行
さ
れ
た
。

　

就
任
当
時
、「
日
本
一
若
い
町
長
」
と
言
わ
れ

た
山
添
町
長
は
、地
域
経
済
の
長
い
低
迷
の
中
で
、

前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
町
政
の

推
進
を
掲
げ
て
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
が
、
平
成
26
年

度
に
お
い
て
は
、「
第
１
次
与
謝
野
町
総
合
計
画
」

後
期
基
本
計
画
お
よ
び「
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
」

に
掲
げ
る
基
本
目
標
に
沿
っ
て
、将
来
を
見
据
え
、

慎
重
か
つ
安
定
し
た
地
歩
を
固
め
る
施
策
か
ら
取

り
組
ま
れ
た
。

　
と
り
わ
け
、
加
悦
中
学
校
改
築
事
業
、
認
定
こ

ど
も
園
整
備
事
業
、
ご
み
焼
却
施
設
整
備
事
業
、

障
害
者
福
祉
施
設
整
備
事
業
な
ど
、
間
近
か
に
迫

る
大
事
業
へ
の
着
実
な
準
備
を
進
め
た
点
は
評
価

で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
昨
年
制
定
さ
れ
た
「
債
権
管
理
条
例
」
の
運
用

の
も
と
、
公
共
料
金
取
扱
に
対
す
る
役
場
の
姿
勢

が
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
後
と
も

全
機
能
を
挙
げ
て
、
貴
重
な
債
権
を
管
理
・
確
保

す
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

　
な
お
、
特
に
大
き
な
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
監
査
委
員　
足
立　
正
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
吉　
正

0506
26 年度末の基金残高
町民一人当り
約 24 万 2,800 円

（25 年度：22 万 8,800 円）

Ｈ 24 年度

Ｈ 25 年度

Ｈ 26 年度

３ 13 23 33 43 53 63

26 年度末の町債残高
町民一人当り
　約 138 万円

（25 年度：139 万円）

Ｈ 24 年度

Ｈ 25 年度

Ｈ 26 年度

310 344335330325320315

49 億 5,303 万１千円

53 億 5,171 万 6 千円

55 億 9,867 万 1 千円

334 億 5,176 万 9 千円

326 億 6,833 万 2 千円

319 億 7,520 万 3 千円

収入計：4,500,000 円

給料・パート収入等　　1,062,000 円
預金引き出し　　　　　　　2,000 円
祖父母からの仕送り　　2,962,000 円
ローンの借入金　　　　　474,000 円

支出計：4,403,000 円

食費等　　　　　　　　　　680,000 円
医療費等　　　　　　　　　600,000 円
ローン返済　　　　　　　　663,000 円
家の増改築・修繕　　　　　448,000 円
子どもへの仕送り　　　　 1,221,000 円
預金積立　　　　　　　　　  73,000 円
光熱水費・日用品　　　　　718,000 円

（億）

（億）



機構改革後　本庁舎１階

機構改革後　加悦庁舎２階

機構改革後　加悦庁舎１階

機構改革後　野田川庁舎１階

機構改革後　CATV センター

来 年 1 月から実施する機構改革により、役場各庁舎の課の配置を一部変更しますので
お知らせします。住民の皆さまには、今回の地域振興課の廃止により少なからずご

不便に感じられることもあるかと思いますが、新たな住民ニーズへの対応や、行政が担う課
題について、充実を図って参りますのでご理解・ご協力をお願いします。

福祉課 保健課
税務課

住民環境課
加 悦 庁 舎
住民係（新設）

農林課

町民ホール会議室会議室

男子トイレ
女子
トイレ

玄関

男子トイレ

多目的
トイレ

女
子
ト
イ
レ

応接室

ＥＶ

学校教育課 社会教育課

子育て
応援課

会議室

教育長室

教育
相談室

農林課
ミーティング
ルーム兼
書庫

電算室

男子・女子更衣室

女
子
ト
イ
レ

男子トイレ

多目的
トイレ

総務課

会計室

商工観光課 防災安全課
　  （新設）

住民環境課
本庁舎住民係

（新設）

町民ホール玄関

ＥＶ 倉庫

町長室

応接室

副
町
長
室

下
足
室書庫

相談室

相談室

防災安全課スペース

宿直室女
子
ト
イ
レ

男
子
ト
イ
レ

身障者用
トイレ

倉庫

書庫

書庫

書庫書庫

玄関
町民ホール

ミーティングルーム

ＥＶ

会議室
（新設）

印刷室

積算室

会計室
通
用
口

宿直室

ＥＶ機械室

女子
トイレ

男子
トイレ

身障者用
トイレ

　　住民環境課
（野田川庁舎本館から移動）

下水道課

水道課
コピー室

書庫

ＣＡＴＶ
センター 備蓄倉庫

倉庫

更衣室

※本庁舎２階　（企画財政課・建設課）は変更ありません。

　本庁舎 1 階には新設の防災安全課を配置す
るとともに、岩滝地域振興課を廃止し、新たに
住民環境課本庁舎住民係として再編します。

　野田川庁舎は、老朽化し
た本館を閉鎖し、北庁舎の
みとなります。北庁舎には
水道課、下水道課に加え、
本館から住民環境課を移動
して配置します。

　加悦庁舎１階では、加悦地域振興課を廃止し、
新たに住民環境課加悦庁舎住民係として再編す
るとともに、野田川庁舎本館から税務課を移動
して配置します。

  新設の子育て応援課は 2 階に配置します。また、教育委員
会では、教育総務課、教育推進課を学校教育課と社会教育課
に組織再編します。さらに加悦庁舎に隣接する CATV セン
ターは室に昇格し、情報発信の強化に努めます。

●シリーズ　機構改革

89　広報よさの NOVEMBER 2015

～役場組織の再編により、配置を一部変更します～



そ
の
２　
年
間
管
理
・
運
営
コ
ス
ト

　

与
謝
野
町
の
保
有
す
る
公
共
施
設
の
管

理
・
運
営
に
は
年
間
約
16
・
９
億
円
の
コ
ス

ト
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
与
謝
野
町
の
平

成
25
年
度
一
般
会
計
歳
出
決
算
額
の
約
15
・

３
％
に
な
り
ま
す
。

そ
の
３　
施
設
の
老
朽
化
状
況

　
与
謝
野
町
が
現
在
保
有
す
る
施
設
は
、
昭

和
60
年
以
前
に
建
設
さ
れ
た
施
設
が
全
体

の
44
％
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
公
園
等
を
除
く

１
６
８
施
設
中
）
と
多
く
、
そ
の
中
で
も
既

に
耐
用
年
数
を
超
過
し
て
い
る
も
の
は
31
施

設
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
20
年
間
に
耐
用

年
数
超
過
と
な
る
施
設
が
73
施
設
あ
り
、
合

計
１
０
４
施
設
が
対
応
を
迫
ら
れ
る
現
状
で

す
。

し
、
そ
れ
に
従
っ
て
個
別
の
具
体
的
な
施
設

の
今
後
の
あ
り
方
を
示
し
た
「
与
謝
野
町

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
（
実
施
計
画
）」

を
策
定
し
、
実
行
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
ら

の
策
定
に
は
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
も

反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

　
公
共
施
設
の
情
報
は
今
回
紹
介
し
た
も
の

が
全
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
与
謝
野
町
公
共

施
設
白
書
は
与
謝
野
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
て
い
る
ほ
か
、
各
庁
舎
の
窓
口
で
閲

覧
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
財
政
課　
☎
４
６
・３
０
８
４

20 年以内に耐用年数を迎える施設数
104 施設（全体の約 62％）

図
２　
与
謝
野
町
公
共
施
設
耐
用
年
数

　
　
　
到
達
年
別
内
訳
表

※
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
公
園
等
を
除
く

　
１
６
８
施
設
の
比
較

老朽化施設数上位カテゴリー
①町営住宅　16 施設
②地区公民館　15 施設
③小学校 / 保育所・幼稚園　7 施設ずつ
※ 20 年以内に耐用年数を迎える施設数

耐用年数超過
31 施設 18.5％

10 年以内に
耐用年数超過
29 施設 17.3％

20 年以内に
耐用年数超過
44 施設 26.2％

30 年以内に
耐用年数超過
35 施設 20.8％

耐用年数まで
30 年以上
25 施設 17.9％

不明 2.4％

そ
の
３　
施
設
の
老
朽
化
状
況

そ
の
２　
年
間
管
理
・
運
営
コ
ス
ト

与
謝
野
町
公
共
施
設
白
書
で

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と

そ
の
１　
保
有
す
る
施
設
の
規
模

　
与
謝
野
町
が
保
有
す
る
公
共
施
設
は
学
校

や
公
民
館
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
観
光
施
設

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
あ
り
ま
す
（
道

路
や
上
水
道
施
設
等
を
除
く
）。
そ
れ
ら
の

施
設
数
は
１
９
７
施
設
、
総
延
床
面
積
は

13
万
５
７
７
８
・
９
㎡
に
な
り
ま
す
。
町
民

一
人
当
た
り
の
延
床
面
積
は
約
５
・８
㎡（
平

成
22
年
度
国
勢
調
査
人
口
２
万
３
４
５
４
人

で
算
出
）
と
な
り
、
東
洋
大
学
Ｐ
Ｐ
Ｐ
セ
ン

タ
ー
が
調
査
し
た
全
国
平
均
３
・
42
㎡
よ
り

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
１　
保
有
す
る
施
設
の
規
模

与
謝
野
町
公
共
施
設
白
書
と
は
？

　
与
謝
野
町
が
所
有
し
管
理
・運
営
す
る
公
共
施
設
は
、
庁
舎
や
小
学
校
、
中
学
校
、

保
育
所（
園
）、
公
民
館
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
観
光
施
設
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
そ

れ
ら
の
全
体
像
を
ま
と
め
た
資
料
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
与
謝
野
町
で
は
こ
の
た

び
「
与
謝
野
町
公
共
施
設
白
書
」
を
作
成
し
、
町
が
保
有
す
る
公
共
施
設
の
状
況
を

公
表
し
ま
し
た
。
今
後
こ
の
白
書
で
明
ら
か
に
な
っ
た
各
公
共
施
設
の
現
状
を
参
考

に
し
て
、
合
併
団
体
で
あ
る
与
謝
野
町
の
公
共
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

地区公民館

都市公園
大規模公園
多目的広場

図書館

生産加工施設

保育所・幼稚園

その他福祉施設

中学校
給食センター
町営住宅
その他施設

体操・
レクリエーション施設

消防防災施設

診療所

小学校

庁舎

有線テレビ放送施設

放課後児童施設

保健センター

環境衛生施設

文化施設

その他集会施設
大規模集会施設

スポーツ施設

公共交通施設

地区公民館

都市公園
大規模公園
多目的広場

図書館

生産加工施設

保育所・幼稚園

その他福祉施設

中学校
給食センター
町営住宅
その他施設

体操・
レクリエーション施設

消防防災施設

診療所

小学校

庁舎

有線テレビ放送施設

放課後児童施設

保健センター

環境衛生施設

文化施設

その他集会施設
大規模集会施設

スポーツ施設

公共交通施設

与謝野町
公共施設白書を
公表しました

[ ●特集　与謝野町公共施設白書の公表 ]

●特集　与謝野町公共施設白書

耐
用
年
数
超
過
施
設
が
31
施
設
、

20
年
以
内
に
耐
用
年
数
が
超
過
す

る
施
設
が
73
施
設

公
共
施
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与
謝
野
町
公
共
施

設
白
書
は
公
共
施
設

の
現
状
を
示
し
た
だ

け
で
、
今
後
の
施
設

の
あ
り
方
を
示
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
来
年
の
春
を
目

処
に
与
謝
野
町
の
公

共
施
設
の
適
正
な
規

模
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察
し
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謝
野
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
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（
基
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計
画
）」
を
策
定

図１　与謝野町公共施設カテゴリーごとの規模
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24 施設

31,425.0 ㎡



A L T リレーコラム  ［ 第 54 回  はじめまして！ by ジェームス・スティーブン］ 　	 COLUMN　 図書館へ行こう！		  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

一般書 ●『75 年目のラブレター』貴島テル子／朝日新
聞出版　●『弁護士の上手な探し方・頼み方』自由国
民社／自由国民社　●『家族という病』下重暁子／幻

冬舎　●『保育園義務教育化』古市憲寿／小学館　●『身
　　 近な感染症こわい感染症』竹田美文／日東書院本社　●『ニッ
ポンのクラフトビール』枻出版社　●『琥珀のまたたき』小川洋子／
講談社　●『与楽の飯』澤田瞳子／光文社　●『神様が降りてくる』
白川道／新潮社　●『掟上今日子の挑戦状』西尾維新／講談社　●『サ
ワコの朝』阿川佐和子／大和書房　●『人間の分際』曽野綾子／幻冬
舎　　　　　　●『でんきのビリビリ』こしだミカ／そうえん社　
●『くすのきだんちのあきまつり』武鹿悦子／ひかりのくに　●『ふ
まんがあります』ヨシタケシンスケ／ＰＨＰ研究所　●『人体キャラ
クター図鑑』坂井建雄／日本図書センター　●『おしゃれさんの茶
道はじめて物語（全４巻）』永井郁子／淡交社　●『２分の１成人式』
井上林子／講談社　●『アカシア書店営業中！』濱野京子／あかね書
房●『サイエンスコナン解明！身のまわりの不思議』青山 剛昌／小
学館　●『稲と日本人』甲斐信枝／福音館書店　●『とびらをあけれ
ば魔法の時間』朽木祥／ポプラ社　●『ＩＱ探偵ムー　絵画泥棒の挑
戦状』深沢美潮／ポプラ社　

今月の
新着図書 図書館おはなし会

[ 加　悦 ]　  11 月 14 日（土）午前 10 時 30 分～
[ 野田川 ]　  11 月 21 日（土）午前 10 時 30 分～
[ 本　館 ]　  12 月  ５日（土）午後２時～　 

Info

児童書

『ギネス世界記録外伝　全２巻』
 Guinness World Records  Ltd．／ゴマブックス

日本で行われたギネス世界一への挑戦を綴っ
た１冊。閉校前の小学校を舞台にしたプラレー
ル最長走破、アルミ缶を持ち寄ってのお城の
オブジェ作りなど、記録だけではない、町お
こしへの情熱や人々の絆のドラマが書かれて
います。

『ギネス世界記録 2016』
 クレイグ・グレンディ／角川アスキー総合研究所　

「世界一」の代名詞ともいえるギネス世界
記録。スポーツ、エンターテインメント、
冒険など人類が成し得た偉業はもちろん、
宇宙や動物といった自然に関するものまで、
幅広い世界記録を収録した最新版。

り、観光名所としても有名です。リッチ
フィールドの人口は与謝野町より少し多
いくらいですが、面積は小さく、７分の
１ぐらいです。
 私はジェサイア先生の後任のＡＬＴと

して江陽中学校で働きます。良い仕事が
できるように頑張りたいと思います。生
徒のことを知り、英語の技術や力を見る
ことを楽しみにしています。
 先日、私は江陽中学校の体育祭に参加

してとても感動しました。生徒たちの
チームワークは素晴らしかったです！
 私はいろいろなスポーツが好きです。

故郷のイギリスではサッカーがとても人
回っています。私は皆さんに彼の写真とともにたくさんの
冒険の話をお届けしたいと思います。
 どうか私のＡＬＴ活動を見守ってください。私が与謝野

町にいることを皆さんに喜んで貰えるように頑張りたいで
す。皆さんと知り合えることをとても楽しみにしていま
す！

皆 さんこんにちは！私の名前はジェームス・スティー
ブンです。ジェームスと呼んでください。私はイ

ギリスから来ました。与謝野町はイギリスのアベリスツイ
スと友好関係であるので、私がイギリスを代表して与謝野
町に派遣されたことを嬉しく思います。私の出身はリッチ
フィールドという町です。とても大きくて古い大聖堂があ

私とラリーは福知山城観光を楽しみました

気があります。私の１番好きなチームは「アストン・ヴィ
ラ」というチームです。また、私は日本にいる間に東京マ
ラソンに出場したいと思います。マラソンをしたことがあ
りませんが ･･･ 応援をお願いします！東京マラソンに出
場する前に、来年の大江山登山マラソンで走るかもしれま
せん。私は与謝野町に来てからトレーニングを始めました。

ジョギングをしていたり、自転車に乗って通勤していたり
する私を見たらぜひ声をかけてください。数ヵ月後、私は
皆さんに成長した自分をお見せできたらと思います。
 走ることは与謝野町を探索する良いチャンスです。この

町はとても美しく、ここで暮らすことができて幸運に思い
ます。与謝野町はとても緑が多く、走っている時たくさん

の田んぼのそばを通ります。１番好きな
光景は、田んぼにいるいたずら好きそう
な白

しら
鷺
さぎ

を見ることです。私は白鷺が何を
やっているのは分かりませんが、私が立
ち止まって白鷺を見ると白鷺はじっとし
て動きません。私が走り始めたら動きま
す。それが可愛いらしいと思います。
 私は日本でたくさんの冒険ができるこ

とを楽しみにしています。この記事の写
真で、私がナマケモノのぬいぐるみを
持っていることに皆さん気づきました
か？彼は「ラリー」という名前で、私の
彼女からのプレセントです。私は彼と一
緒に与謝野町や日本のいろいろな場所を

け
花
教
室
」
等
で
す
。「
社
会

見
学
」
は
、
申
込
日
約
40
分
で

定
員
と
な
る
人
気
で
す
。

 
新
し
い
企
画
と
し
て
、
26
年

度
よ
り
「
公
民
館
喫
茶
」
を
年

間
６
回
程
度
実
施
し
て
い
ま

す
。
ギ
タ
ー
演
奏
、
尺
八
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
大
正
琴
等
、
趣
味

で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
区
民
の

協
力
で
、
毎
回
、
30
～
40
人
が

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
午
後

の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

 

今
年
も
新
企
画
「
弓
木
区
・

歴
史
探
訪
」
と
題
し
て
、
高
齢

化
で
言
い
伝
え
が
風
化
し
つ
つ

あ
る
中
、
区
民
み
ん
な
で
足
元

の
歴
史
を
知
ろ
う
と
企
画
し
ま

し
た
。
弓
木
の
偉
人
「
糸
井
素

太
郎
翁
」
の
石
碑
、弓
木
城
主
、

一
色
氏
と
か
か
わ
り
あ
る
「
短

地
蔵
」、「
弓
木
城
跡
」
を
約
30

名
の
区
民
が
探
訪
し
ま
し
た
。

 

運
営
委
員
が
い
ろ
い
ろ
な
資

料
か
ら
勉
強
し
て
区
民
の
皆
さ

ん
に
説
明
し
、
参
加
者
か
ら
は

「
良
く
調
べ
た
な
ー
」「
弓
木
の

歴
史
が
少
し
わ
か
っ
た
。
あ
り

が
と
う
」
の
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
、
今

年
一
番
の
思
い
出
事
業
に
な
り

そ
う
で
す
。

平
成
22
年
３
月
に
、
教

育
委
員
会
よ
り
要
請

を
受
け
、
４
月
よ
り
弓
木
公
民

館
、館
長
（
宮
﨑
）、主
事
（
水

上
）の
体
制
で
発
足
し
ま
し
た
。

当
時
は
活
動
内
容
や
区
民
へ
の

公
民
館
活
動
の
周
知
等
、
悩
む

こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

 

し
か
し
、
野
田
川
・
加
悦
方

面
の
先
輩
館
長
、
主
事
の
話
や

活
動
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
活
動
も
丸
６
年
目
と
な
り

ま
し
た
。
運
営
委
員
の
皆
さ
ん

の
発
想
力
や
協
力
の
お
か
げ
で

少
し
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
か
な

と
感
じ
て
い
ま
す
。

 

発
足
当
時
か
ら
の
継
続
事
業

と
し
て
は
「
社
会
見
学
」「
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」「
料

理
教
室
」「
公
民
館
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
」「
そ
ば
打
ち
教
室
」「
生新企画「弓木区・歴史探訪」

世界一を調べてみよう    毎年 11 月には、ギネス世界記録の日があり世界中で世界記録への挑戦
が行われているとか。さまざまな地域、さまざまな分野の世界一を知るこ
とで、知的好奇心が刺激されること間違いなしです。

【一般書】　第 1 位『火花』又吉直樹／文芸春秋
　　　 　  第 2 位『ラプラスの魔女』東野圭吾／ KADOKAWA
　　　 　  第 3 位『サラバ　上巻』西加奈子／小学館

【児童書】　第 1 位『かいけつゾロリつかまる！！』原ゆたか／ポプラ社
　　　 　  第 2 位『かあさんのしっぽっぽ』村中季衣／ BL 出版
　　　　　　　　 『おばけのあんみつ』国松エリカ／小学館
　　　　　　　　 『ぼくはうちゅうじん』中川ひろたか／アリス館
　　　　　　　　 『思い出のマーニー』G ロビンソン／徳間書店

平成 27 年度上半期（４～９月）の貸出数 Best ３をご紹介！
　　

まだ読まれていない方は、ぜひご予約ください！

●雑誌リサイクルのお知らせ

　図書館で保存期限が切れた雑誌をリサイクルと
して皆様にお譲りします。お近くの館（室）で本
を借りる際に、ぜひご利用ください。
＜加悦分室＞ 11 月７日（土）～ 12 日 ( 木 )
＜野田川分室＞ 11 月 14 日（土）～ 19 日 ( 木 )
　それぞれ開館時間中（午前 10 時～午後６時）
ご注意　期間中お１人様３冊まで。　　　　
　　　　お渡しする際には図書館カードを呈示い
　　　　ただきます。数に限りがありますので、
　　　　先着順とし、なくなり次第終了します。

公民館訪問 ［ 第 32 回　「 弓木地区公民館 」］
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平成 27 年度全国統一防火標語 「無防備な 心に火災が かくれんぼ」

がんばってます！消防団 編集 ● 予防指導員

与謝野町消防防災フェア 2015
～だいじょうぶ　その気のゆるみが　命とり～

広告

　　　　  江山文庫読書会
与謝野晶子の童話を読む
第 43 回「紅葉の子供」
　　　　　　　　　■日時　11 月 27 日 ( 金 )
　　　　　　　　　　　　　　※毎月第４金曜日
　　　　　　　　　　　　　午後１時 30 分～３時
　　　　　　　　　■問い合わせ先 　
　　　　　　　　　　　　　江山文庫　☎ 43-2180

広告

健やか広場　　血管若返り大作戦！

　
脂
質
異
常
症
と
聞
く
と
、「
あ
ぶ
ら
」
を

想
像
し
が
ち
で
す
が
、
糖
分
は
、
中
性
脂
肪

を
高
め
や
す
い
栄
養
素
の
ひ
と
つ
で
す
。
糖

分
の
摂
取
を
調
整
す
る
場
合
は
、
お
菓
子
類

や
ジ
ュ
ー
ス
→
ア
ル
コ
ー
ル
→
主
食
→
果
物

の
順
に
控
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
食
物
繊
維
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

の
値
を
下
げ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
食
物
繊

維
は
、
さ
ら
に
不
溶
性
食
物
繊
維
と
水
溶
性

食
物
繊
維
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
水
溶
性

明
石
俳
句
会

一
村
の
中
天
月
の

                    

冴
返
る

                        　
純
子

【
開
催
日
】

毎
月　
第
２
月
曜 

午
後
１
時
～
４
時

【
場　
所
】 

明
石
地
区
公
民
館

【
講　
師
】 

天
野
逸
風
子

【
連
絡
先
】

市
田
純
子

☎
４
２
・４
６
９
１

　「だいじょうぶ　その気のゆるみが　命とり」をテーマに「与謝野町消
防防災フェア 2015」を９月 13 日、野田川わーくぱるで開催しました。
 　与謝野町消防団発足以来２年に一度開催する取り組みとなったこのイ
ベントは、与謝野町、宮津与謝消防組合、社団法人京都府エルピーガス協
会宮津与謝支部、福知山自衛隊第 7 普通科連隊などにご協力いただいた
ほか、今回は特別に一般社団法人京都府建築士会宮津支部主催の「地震に
強い住まい作り推進フェア」も同時同会場で開催しました。当日は、気持
ちのいい秋晴れのもと、約 600 人の来場者でにぎわいを見せました。

未来の消防団員が集合 ！　

　わーくぱる館内では、子どもたちが応募したポスターと標
語が掲示されたほか、住宅火災警報器の設置推進、低圧進相
コンデンサ火災の予防啓発やＬＰガスの安全についての啓発
が行われるとともに、自衛隊による災害時救助資機材の紹介
展示が行われました。
　また、救急コーナーでは、消防団員の指導による心肺蘇生
や AED の体験コーナーも開設されました。
　キッズコーナーとして、災害時に必要なことを学びながら
楽しめる “防災カルタ” や “ぬりえ” で子どもたちは楽しみ
ながらも消防に触れる機会となりました。
 　多目的広場には、起震車による地震体験・煙体験・消火
体験ブースを設けたり、消防署員と消防団員合同での実際の
車両を使った本番さながらのレスキュー活動が実演される
と、会場の親子連れは真剣な面持ちで見守っていました。
　また、福知山自衛隊による牛丼の焚き出し訓練も行われ来
場者は美味しい牛丼に舌鼓を打っていました。この日の牛丼
は好評につき完食となりました。
 　消防車と救急車の展示コーナーは、子どもたちに大人気
で、終始にぎわい、未来の消防団員らが展示車両に目を輝か
せていました。

食
物
繊
維
の
方
が
、
効
果
的
に
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
て
く
れ
ま
す
。
水
溶
性

食
物
繊
維
を
多
く
含
む
食
品
は
、
野
菜
や
海

藻
類
で
す
。
野
菜
は
、
１
日
３
５
０
ｇ
摂
取

す
る
こ
と
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
野
菜

３
５
０
ｇ
の
目
安
は
、
小
鉢
５
皿
程
度
で
す
。

　
厚
生
労
働
省
が
出
し
て
い
る
「
健
康
日
本

21
」
で
の
「
日
常
生
活
に
お
け
る
目
標
歩

数
」
は
、
20
～
64
歳
の
男
性
で
９
０
０
０
歩
、

女
性
で
８
５
０
０
歩
で
す
。
ま
た
、
65
歳
以

上
の
方
は
、
男
性
で
７
０
０
０
歩
、
女
性
で

６
０
０
０
歩
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
生

活
よ
り
も
、プ
ラ
ス
10
分
（
約
１
０
０
０
歩
）

か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
が
す
す
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
階
段
を
利
用
し
た
り
、
ス
ー
パ
ー
の

入
り
口
か
ら
遠
い
所
へ
駐
車
し
た
り
す
る
だ

け
で
も
、
運
動
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
歩
数

計
を
つ
け
る
こ
と
で
、
実
際
の
歩
数
が
把
握

で
き
る
の
で
、
運
動
の
目
安
に
も
な
り
ま
す
。

　
日
頃
の
生
活
を
振
り
返
り
、
少
し
で
も
取

り
組
め
そ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
か
。
脂

質
異
常
症
と
診
断
さ
れ
て
い
る
方
は
、
積
極

的
に
生
活
改
善
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
町
で

は
、
毎
年
、
特
定
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

年
に
１
度
は
、
自
分
の
血
液
の
状
態
を
知
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
運
動
教
室
や
栄

養
教
室
、
個
別
の
相
談
な
ど
も
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、
自
分
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
気

軽
に
相
談
し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

  

９
月
27
日
に
、
生
活
習
慣
病
予
防
啓
発
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
全
国

各
地
で
健
康
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
元
気
寿
命
を
創
造
す
る
会
」
の
ス

タ
ッ
フ
の
方
と
町
の
保
健
師
で
運
営
し
、
25

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
血
管
年
齢
測
定

や
フ
ー
ド
モ
デ
ル
を
使
用
し
た
講
話
、
消
費

エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
ッ
プ
の
運
動
法
紹
介
な
ど
内

容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
の
で
、
講
話
の

内
容
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
与
謝
野
町
の
現
状
と
し
て
、
国
保
保
険
者

の
脂
質
異
常
症
の
割
合
が
、
国
や
京
都
府
、

同
規
模
の
市
町
村
と
比
べ
て
高
い
と
い
う
健

康
課
題
が
あ
り
ま
す
。

  

脂
質
異
常
症
は
、
血
液
中
の
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
（
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
や

ト
リ
グ
リ
セ
リ
ド
（
中
性
脂
肪
）
の
値
が
高

い
、あ
る
い
は
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル（
善

玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
の
値
が
低
い
状
態
を

い
い
ま
す
。
自
覚
症
状
が
無
い
ま
ま
進
行
し
、

血
液
検
査
で
は
じ
め
て
指
摘
さ
れ
る
場
合
が

多
い
で
す
。
脂
質
異
常
の
状
態
が
続
く
と
、

血
管
内
が
傷
つ
き
、
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
血
流
障
害
（
心
筋
梗

塞
・
脳
梗
塞
）
や
、
各
臓
器
へ
の
脂
質
沈
着
、

黄
色
腫
な
ど
の
症
状
が
出
現
し
ま
す
。

血
液
中
の
脂
質
改
善
を
図
る
に
は
、

い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す

　

摂
り
過
ぎ
る
と
動
脈
硬
化
の
原
因
と
な

る
「
飽
和
脂
肪
酸
」
と
、
血
液
中
の
脂
質
や

血
圧
を
下
げ
、
動
脈
硬
化
の
予
防
に
つ
な
が

る
「
多
価
不
飽
和
脂
肪
酸
」
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
飽
和
脂
肪
酸
は
、
常
温
で
固
体
の
あ
ぶ

ら
で
す
。
肉
の
脂
身
や
バ
タ
ー
、
生
ク
リ
ー

ム
の
乳
脂
肪
分
、
洋
菓
子
に
多
く
含
ま
れ
ま

す
。
多
価
不
飽
和
脂
肪
酸
は
、
常
温
で
液
体

の
あ
ぶ
ら
で
す
。
魚
の
油
や
、
ゴ
マ
油
、
紅

花
油
、
エ
ゴ
マ
油
な
ど
の
植
物
油
に
多
く
含

①
脂
肪
の
種
類
を
知
ろ
う

②
糖
分
に
注
意

③
食
物
繊
維
を
摂
り
ま
し
ょ
う

④
じ
っ
と
し
て
い
る
時
間
を
減
ら
そ
う

ま
れ
ま
す
。
１
日
の
油
の
摂

取
量
は
、
大
さ
じ
１
杯
程
度

（
13
ｇ
）
が
目
安
で
す
。
油

の
摂
取
量
を
増
や
す
よ
り
も
、

全
体
の
う
ち
多
価
不
飽
和
脂

肪
酸
を
と
る
割
合
を
多
く
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①消防団と宮津与謝消防組合

　によるレスキュー活動実演

②防災カルタはじまるよ～！

③子どもたちも必死で AED

　の使い方を勉強しました

④館内では町内小学生による

　消防ポスター＆標語を展示

①

②

③

④

広告 広告
11 月 29 日（日）　知遊館

題字　加悦谷高等学校３年　井上 茉由

つ
く
し
句
会

大
漁
旗

　
浮
き
て
沈
み
て
冬
の
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
子

【
開
催
日
】

毎
月 

第
４
木
曜
日 

午
後
７
時
30
分
～
９
時
45
分 

【
場 　
所
】

知
遊
館

【
代 

表
】

白
数
康
弘 

【
連
絡
先
】

白
数
宏
子

 

☎
４
６
・３
８
１
９

本物の消防車に大興奮！！
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まちの 話題 お届けします

保育園園児の発表を見る敬老会参加者の皆さん

吉田 香さん 糸井 幹二さん

好
天
に
恵
ま
れ
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た

大
内
峠
一
字
観
公
園

●第 28 回大内峠紅葉まつり

秋晴れのもと絶景を楽しむ
　10 月 18 日、天橋立を横一文字に見渡せる絶景地、
大内峠一字観公園を会場に「第 28 回大内峠紅葉まつり」
が開催されました。
　お宝さがし、カラオケ大会、ボケ封じ祈祷、スーパー
ボール・ヨーヨーすくい、各種バザー、餅つき、手打ち
そばコーナーなどさまざまな催しが行われ、会場を盛り
上げていました。訪れた人たちは、秋晴れの天候の中、
一足早い紅葉狩りや、一字観公園からの絶景を眺めなが
ら各催しを楽しみました。
　大内峠一字観公園では例年、11 月半ば頃には紅葉が
見頃を迎えます。

●与謝野町地域安全パレード

地域の安全・防犯を呼びかけました
　「与謝野町地域安全パレード」が全国安全運動週間（10
月 11 日～ 20 日）中の 18 日に岩滝地域（岩滝庁舎前
～阿蘇シーサイドパーク）で行われました。
　晴天に恵まれ、京都府警音楽隊・騎馬隊、カラーガー
ド隊および防犯推進協議会委員の皆さんが地域の安全、
防犯について呼びかけながら行進し、犯罪のない明るい
まちづくりへの意識を高めました。
　パレード後は、阿蘇シーサイドパークで式典が行われ
た後、騎馬隊、警察犬によるふれあい体験や、京都府警
音楽隊とカラーガード隊による華麗な演奏・演技が披露
され、来場者から盛大な拍手が巻き起こりました。

岩
滝
庁
舎
か
ら
阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
ま
で

歩
き
、
防
犯
・
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た

ペ
タ
ビ
ン
ゴ
に
取
り
組
む
参
加
者
の
皆
さ
ん

●宮津高等学校生徒と町長との対話授業

高校生の意見を町政に
　10 月 8 日、宮津高等学校生徒と
山添町長による「宮津高校生と町長
との対話授業」が行われました。
　この日は 19 人の生徒が参加し、
自分たちの興味のある分野（経済・
法律・公共政策、情報・ＩＴ、看
護・医療・教育、農林業・生物）の
4 つのテーマで 6 グループに分かれ
て、グループワーク、発表を行った
生徒たち。発表では、町長へ政策の

●第３回ライフ親子グラウンド・ゴルフ大会
ホールインワンをねらって！
　10 月 18 日、第３回ライフ親子グラウンド・ゴルフ
大会が、阿蘇シーサイドパークグラウンド・ゴルフ場で
開催され、町内の小学校から 41 組が参加しました。
　本大会は、町内全域から３年生以上の児童と保護者が
一堂に集まり、グラウンド・ゴルフをとおして親子のふ
れあい、校区を越えての交流を深めること、そして与謝
野町は一つという一体感を高めることをねらいとして、
与謝野町青少年育成会が主催し実施されています。
　参加者は秋晴れのもと、天橋立を望む素晴らしい会場
で、元気いっぱいグラウンド・ゴルフを楽しみました。

し
っ
か
り
と
狙
い
を
定
め
て
打
ち
ま
す

さまざまな提案が飛び交う！まちの 話題 ワイド
高校生ならではの視点で

提案、質問など多岐にわたる内容で
した。その内容は次のとおりです。
　情報・IT グループからは、SNS
を活用した広報が提案され、「高校
生が多く活用している SNS で発信
すれば、若い世代にも情報が伝わる
のでは」といった提案がありました。
　看護・医療・教育グループは、北
部の医療問題と、北部と南部の教育
格差について話し、「京都府立医科
大学付属北部医療センターともっと

るのでは」といった提案を行いまし
た。
　どのグループも、思いを込めた提
案を町長へ投げかけました。
　町長からは、「多岐にわたる提案
をいただきました。今回は分野ごと
に分かれての議論でしたが、どの問
題もどこかで関連性があると思いま
す。今後も、自分の個性を大切にし
個性が大切にされる人生を送ってほ
しい」とメッセージが送られました。

●与謝野町敬老会

4,550 人の長寿をお祝いしました
　10 月 14 日に野田川地域、15 日に加悦地域、16 日
には岩滝地域を対象とした「与謝野町敬老会」が野田
川わーくぱるで開催され、町内在住の高齢者の健康と
長寿を祝いました。
　当日は米寿の記念品などが対象者に贈られたほか、
保育所（園）・幼稚園児のステージ発表や、小学生に
よる演奏・作文発表などが行われました。また、フラ・
レフア＆カナロア、ウクレレサークル・レフア等によ
るステージ発表も行われ、会場を盛り上げました　 ●スポーツフェスタよさの 2015

ニュースポーツを楽しみました
　スポーツの楽しさを広め、スポーツ交流の輪を広げ
ることを目的に「スポーツフェスタよさの 2015」が
10 月 14 日、大江山運動公園グラウンド・同体育館で
行われました。
　午前中は、「ストラックアウト」や「ペタビンゴ」
など、年齢や体力に関係なく楽しめる７種目のニュー
スポーツが実施され、午後からは、「卓球バレー大会」
や「ニュースポーツ体験会」が行わました。
　参加者は汗ばむ陽気のなか、ニュースポーツに苦戦
しながらも１日中楽しみました。

参
加
者
の
皆
さ
ん
で
記
念
撮
影

連携していくべきでは」
といった提案も聞かれま
した。
　経済、法律、公共政策
グループについては、も
のづくりについての質問
や、「ベッドタウンにす
るのは」、「6 次産業化を
目指せば、働き手が増え

●第 29 回全日本シニアソフトボール大会
全国で 3 位に輝きました！
　福岡県北九州市で行われた第 29 回全日本シニアソフ
トボール大会でみごと全国 3 位の好成績をおさめた「ミ
ツウマスポーツ・シニア」。同チームには与謝野町から
糸
いと

井
い

幹
かん

二
じ

さん（岩滝）、吉
よし

田
だ

香
かおる

さん（石川）が所属し、
活躍を見せました。
　今大会の結果について、糸井さんは、「一つでも上を
目指して、チームで努力してきた。その結果、総合力で
相手に勝っていた」とチーム一丸となって戦ったことを
話してくれました。吉田さんは、「準々決勝では、同点
タイムリー、サヨナラ勝利のホームを踏んだことが印象
に残っている」と話し、「メダルを取ることができたこ
とがよかった」と振り返りました。

町長も一緒になって議論に参加！
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全国高等学校総合体育大会・ウェイトリフティング競技
　
唐
か ら

澤
さ わ

 聖
ま さ

己
き

 君（３年・56 ㎏）　　　　   今
い ま

井
い

 勇
ゆ う

輝
き

 君（３年・105 ㎏）

全国高等学校女子ウエイトリフティング選手権大会
　
武

む

藤
と う

 瑠
る

香
か

さん（３年・48 ㎏）　　 岡
お か

田
だ

 花
か

奈
な

さん（３年・53 ㎏）

堺
さかい

谷
だ に

 悠
ゆ

依
い

奈
な

さん（３年・75 ㎏）
　  

前列左から武藤瑠香さん、岡田花奈さん、堺谷悠依奈さん

後列左から唐澤聖己君、今井勇輝君

　ウエイトリフティングの強豪校として全国に名を馳せる加悦谷
高校。今年は５人の選手が全国大会に出場し、3 人の選手が入賞
を果たしました。また、学校対抗の部で女子チームが 3 位とな
りました。全国大会に出場された選手のコメントを紹介します。
　総合で 6 位に入賞を果たした堺谷さは、「去年よりも集中でき、
入賞することができてよかった」と話しました。みごと総合で 3
位、ジャークでは優勝を果たした武藤さんは、「総合で優勝をね

らっていたので悔いが残る。次の大会は総合優勝を目指す」と決
意を新たにしました。総合で 4 位、そしてスナッチで優勝した
岡田さんは「大きな大会で自分の力を出し切ることや、順位、記
録を更新する楽しさを経験できた」と大会を振り返りました。
　今井君は大会結果について「自己ベストには届かなかった、精
神面で自分の力を出し切れなかった」と話し、悔しさを見せまし
た。唐澤君は「自分の中では満足いく内容だった」と初めての全
国大会での結果を振り返りました。
　今後もさらなる活躍が期待される加悦高ウエイトリフティング
部に注目です。

　海が好きだったことが、この競技を
始めるきっかけとなった足立さん。「1
年間の練習の成果を 4 分間のレースで、
すべてを出し切るため、1 人も力を抜け
ない。全員でこいでいるという信頼感が
大切」と話しました。

全国高等学校総合体育大会 
ボート競技の部　女子　舵手つきクォドプル　出場

足
あ

立
だち

　萌
めぐみ

 さん　( 宮津高校３年 )

　本来の油絵の描き方を無視して、作品
を書き上げたという山口さん。「作品タイ
トルにもあるように、作品を見た友だち
は「気持ち悪い、怖い」といった反応だっ
たけど、狙い通りなのでうれしかった」
と話しました。

全国高等学校総合文化祭　
美術の部　油絵「ODD（奇妙な）」

山
やま

口
ぐち

 七
なな

海
み

 さん　( 宮津高校３年 )

　「自分の中ではいい経験となった」と大
会を振り返り、全国大会初出場を果たし
た白數さん。「練習ではしんどいことも多
くあるけど、新記録が出たときは続けて
いて良かったと思える」と競技の魅力を
語りました。　

全国高等学校女子ウエイトリフティング大会　
69 ㎏級　出場

白
しら

數
す

 千
ち

尋
ひろ

 さん　( 海洋高校２年 )

　「クルーの中でぴったりと息を合わすこ
とが大切で、感覚を共有するのが難しい
ところ。でも息が合ったときはとてもう
れしい」と競技の魅力を語る間苧谷さん。
京都府の代表として国体にも出場するな
ど、活躍を見せました。

全国高等学校総合体育大会 
ボート競技の部　女子　舵手つきクォドプル　出場

間
ま

苧
お

谷
たに

 友
ゆ

佳
か

 さん　( 宮津高校３年 )

全国で活躍！
高校生の紹介。

　 民 生 児 童 委 員 だ よ り民生委員･児童委員は
身近な相談相手です

与謝野町民生児童委員協議会では、民生児童委員だより
を通して民生委員・児童委員の活動を紹介します。また、
写真にて支部での活動を紹介します。

「
与
謝
野
防ぼ
う

災さ
い

人び
と

養
成
講

座
」
を
受
講
し
て

　
私
た
ち
与
謝
野
町
民
生
児
童
委
員

67
名
は
、
過
日
、
全
員
研
修
と
し
て

標
記
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
「
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支

援
」
制
度
の
充
実
に
向
け
取
り
組
ん

で
来
て
、
今
後
立
上
げ
ら
れ
る
「
町

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
に

も
関
わ
る
事
に
な
る
私
た
ち
に
と
っ

て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
で

す
。第

１
講
座
は

府
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
講
義

　
防
災
と
は
「
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
＝
自
助
」「
困
っ
た
時
は
お
互

い
様
＝
共
助
」「
公
的
な
救
助
や
医

療
サ
ー
ビ
ス
、
物
的
支
援
な
ど
そ
の

制
度
の
維
持
運
営
＝
公
助
」
の
三
助

そ
れ
ぞ
れ
が
大
事
で
、「
自
助
」「
共

助
」
を
普
段
か
ら
率
先
的
に
実
践
す

る
人
を
「
防
災
人
」
と
考
え
、
多
く

の
住
民
が
「
防
災
人
」
と
な
る
こ
と

で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
が
で
き

る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

第
２
講
座
は
グ
ル
ー
プ

活
動
「
災
害
イ
メ
ー
ジ

を
作
っ
て
み
よ
う
」

　
例
え
ば
前
日
の
午
後
３
時
に
震
度

７
の
地
震
発
生
と
仮
定
し
て
、
１
分

後
・
30
分
後
・
１
時
間
後
…
民
生
委

員
と
し
て
の
自
分
は
ど
ん
な
行
動
を

取
っ
て
い
る
か
想
像
し
て
み
よ
う
。

　
さ
ら
に
１
日
後
・
３
日
後
・
１
週

間
後
…
と
想
像
を
膨
ら
ま
し
て
い
く

も
の
で
、
グ
ル
ー
プ
内
で
時
間
軸
を

追
い
な
が
ら
共
通
行
動
を
拾
っ
て
い

く
と
、
ま
ず
自
分
の
安
全
確
保
、
次

に
家
族
の
安
否
確
認
。
更
に
近
所
・

担
当
地
域
の
状
況
把
握
…
と
、
そ
う

だ
ろ
な
と
思
え
る
行
動
を
取
る
が
、

意
外
と
食
べ
る
事
・
寝
る
場
所
・
ト

イ
レ
な
ど
に
は
考
え
が
及
び
ま
せ
ん

で
し
た
。
民
生
委
員
と
し
て
ど
う
行

動
す
べ
き
か
な
ど
、
課
題
に
気
付
か

さ
れ
る
研
修
で
し
た
。
今
後
も
研
さ

ん
を
積
み
、
災
害
弱
者
に
目
を
向
け

た
「
防
災
人
」
を
心
が
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
私
た
ち
民
生
児
童
委
員
は
、
地
域

の
み
な
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
て
、
課

題
を
抱
え
る
人
々
を
早
期
に
発
見

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
・
団
体
な
ど

と
の
信
頼
関
係
の
構
築
と
そ
の
連

携
・
協
力
に
よ
り
、「
人
」
に
対
す

る
思
い
や
り
を
原
動
力
と
し
て
、「
安

心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会
づ
く
り
」
の
た
め
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
必
要
と
さ

れ
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　
ま
た
、
経
済
的
な
困
窮
や
社
会
的

孤
立
、
虐
待
、
悪
質
商
法
被
害
な
ど
、

地
域
が
抱
え
る
課
題
は
多
様
化
、
深

刻
化
し
て
い
る
中
、
私
た
ち
民
生
児

童
委
員
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
強

め
、
積
極
的
な
取
り
組
み
に
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　「原本どおり伸びがいい」と評価され、
総合文化祭へ出展し、さらに特別賞を受
賞した井上さん。１枚書くのに 6 時間
近くかかるといい、「選ばれた時はびっ
くりしたけどうれしかった。書道部を
やってきてよかった」と振り返りました。

第 39 回　全国高等学校総合文化祭　
書道の部　「臨待風閣詩巻」　特別賞

井
いの

上
うえ

 茉
ま

由
ゆ

 さん　( 加悦谷高校３年 )

インターハイ、文化の全国大会である総
合文化祭で活躍された高校生の皆さんを
紹介します。

1819　広報よさの NOVEMBER 2015

防災人養成講座

小学校児童下校時のあいさつ見守り活動

乳児健診活動

町内福祉施設での懇談会



【
事
業
名
】

　
平
成
20
年
度
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備

推
進
交
付
金
事
業

【
事
業
年
度
】

　
平
成
20
年
度
第
１
次
補
正
予
算

【
事
業
完
了
日
】

　
平
成
22
年
３
月
29
日

【
総
事
業
費
】

　

16
億
８
３
６
６
万
８
７
０
０

円
（
う
ち
補
助
対
象
事
業
費

10
億
３
０
９
７
万
１
９
０
０
円
、
交
付
金

額
：
３
億
４
３
６
５
万
７
０
０
０
円
）

【
整
備
対
象
地
域
】

　
岩
滝
地
域
・
野
田
川
地
域

【
事
業
の
内
容
】

●
目　
的

　
公
設
公
営
の
有
線
テ
レ
ビ
施
設
が
整
備

さ
れ
て
い
る
加
悦
地
域
か
ら
、
岩
滝
地
域
、

野
田
川
地
域
を
対
象
に
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
に
よ
る

施
設
拡
張
を
行
う
こ
と
で
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
難
視
聴
地
域
の
解
消
、
自
主
番
組

放
送
、
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
、
デ
ー
タ
放

送
、
告
知
放
送
の
提
供
お
よ
び
高
速
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
地
域

間
の
情
報
通
信
格
差
を
是
正
し
、
合
併
後

の
新
町
の
一
体
感
の
醸
成
を
図
る
目
的
と

し
て
整
備
し
ま
し
た
。

●
概　
要

　
与
謝
野
町
は
本
事
業
整
備
前
は
、
条
件

不
利
地
域
で
、
民
間
事
業
者
単
独
で
の
整

備
は
採
算
性
の
問
題
等
か
ら
極
め
て
困
難

な
状
況
に
あ
り
民
間
事
業
者
は
整
備
し
な

い
方
針
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
加
悦
地
域

の
公
設
公
営
で
運
営
し
て
い
る
有
線
テ
レ

ビ
施
設
を
野
田
川
地
域
、
岩
滝
地
域
に
拡

張
す
る
こ
と
が
、
地
域
間
格
差
、
情
報
格

差
、
不
公
平
感
の
解
消
を
図
る
上
で
最
も

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
情
報
基
盤
整
備
で

あ
る
こ
と
が
、
企
画
財
政
課
に
よ
る
研
究

や
与
謝
野
町
総
合
計
画
審
議
会
審
議
結
果

を
受
け
、
与
謝
野
町
ま
ち
づ
く
り
及
び
行

政
改
革
推
進
本
部
の
検
討
の
結
果
導
か
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
加
悦
地
域
で
整
備
さ

れ
た
有
線
テ
レ
ビ
施
設
を
整
備
活
用
し
て
、

岩
滝
地
域
、
野
田
川
地
域
を
対
象
に
Ｆ
Ｔ

Ｔ
Ｈ
（
Ｐ
Ｄ
Ｓ
型
）
に
よ
る
拡
張
整
備
を

行
い
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
難
視
聴
地
域
の
解

消
と
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
の
整
備

を
行
う
と
と
も
に
、
自
主
番
組
放
送
、
多

チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
、
デ
ー
タ
放
送
、
告
知

放
送
、
ス
タ
ジ
オ
設
備
の
Ｈ
Ｄ
化
、
イ
ン

ト
ラ
設
備
追
加
対
応
等
の
施
設
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
に
よ
り
、
町
独
自
の
デ
ー
タ

放
送
を
含
む
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
サ
ー
ビ

ス
、
都
市
部
と
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
も

解
消
す
る
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
、
防
災
情
報
や
行
政
情
報
を
お
知
ら
せ

す
る
告
知
放
送
サ
ー
ビ
ス
等
、「
放
送
」「
通

信
」「
防
災
」
が
連
携
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

●
伝
送
路
お
よ
び
セ
ン
タ
ー
施
設

①
ヘ
ッ
ド
エ
ン
ド
設
備
（
Ｂ
Ｓ
・
Ｃ
Ｓ 

Ｉ
Ｆ
方
式
設
備
（
一
式
）、
加
入
者
管
理

装
置
（
一
式
）

②
光
線
路
設
備
（
光
変
換
装
置
、
線
路
設

備
光
ケ
ー
ブ
ル
）

③
Ｈ
Ｄ
対
応
ス
タ
ジ
オ
設
備
（
一
式
）、

監
視
装
置
（
一
式
）、
局
舎
施
設
（
二
式
）

●
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

野
田
川
・
岩
滝
地
域
の
全
域

●
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
サ
ー
ビ
ス

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス

こ
の
情
報
基
盤
整
備
に
は
２
つ
の
目
的
を

兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
与
謝
野

町
の
ま
ち
づ
く
り
の
土
台
と
な
る
「
地
域

情
報
通
信
基
盤
（
情
報
の
道
）
の
整
備
」

と
、
こ
の
「
情
報
の
道
」
を
活
用
し
て

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や
行
政
情
報
を

テ
レ
ビ
放
送
や
デ
ー
タ
放
送
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
等
を
介
し
て
お
届
け
す
る
と

い
う
「
２
つ
の
目
的
」
を
一
体
的
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
役
場
や

公
共
施
設
と
各
家
庭
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
回

線
で
つ
な
ぎ
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
流
れ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
情
報
の
道
」を
つ
く
っ

た
と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
地
域
間
格

差
、
情
報
格
差
、
不
公
平
感
を
解
消
す
る

有
線
テ
レ
ビ
も
こ
の「
情
報
の
道
」を
活
用

す
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
「
情
報
の
道
」

を
使
っ
て
、
福
祉
、
教
育
、
産
業
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
も
可
能
と
な
り
、
高
度
情
報
化
社
会
の

時
代
に
あ
っ
て
、
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤

と
し
て
、
町
の
発
展
と
福
祉
の
向
上
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
期
待
す
る
と
と
も
に
、

さ
ら
に
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
社
会
の
実

現
に
向
け
た
与
謝
野
町
の
第
一
歩
で
も
あ

り
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進
交
付
金
事
業
に
お
け
る
整
備

計
画
の
事
後
評
価
に
つ
い
て
、
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進
交
付
金
交
付

要
綱
第
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
整
備
事
業
が
終
了
し
た
年
度
の
５
年

度
後
に
、
整
備
計
画
の
事
後
評
価
を
行
い
、
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町 政  News & Information

問 企画財政課 ☎ 46-3084
平成 20 年度ＩＣＴ交付金事業　　　　　　　　　　　　　　　　　整備計画の事後評価について

●
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

【
サ
ー
ビ
ス
開
始
日
】

　
平
成
22
年
４
月
１
日

【
サ
ー
ビ
ス
形
態
】　

　
公
設
公
営
（
与
謝
野
町
有
線
テ
レ
ビ
）

【
目　
標
】

　
加
入
率
：
75
・
０
％　

　
加
入
世
帯
数
（
４
６
４
５
世
帯
）
／
整

　
備
地
域
の
世
帯
数
（
６
１
９
３
世
帯
）

【
26
年
度
末
】

　
加
入
率
：
87
・
８
％　

　
加
入
世
帯
数
（
５
５
７
２
世
帯
）
／
整

　
備
地
域
の
世
帯
数
（
６
３
４
９
世
帯
）

[

今
後
の
取
り
組
み
お
よ
び
方
向
性]

●
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

・
民
間
移
行
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
ま
す
。

●
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

・
役
場
組
織
の
機
構
改
革
に
よ
り
、「
係
」

か
ら
「
室
」
体
制
に
昇
格
さ
せ
情
報
等
の

発
信
力
の
強
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成

を
推
進
し
ま
す
。

・
全
世
帯
加
入
促
進
（
特
に
、
Ｆ
Ｍ
告
知

放
送
）
を
進
め
ま
す
。

・
住
民
参
加
型
・
協
働
に
よ
る
事
業
運
営
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
利
活
用
を
推
進
さ
せ
ま
す
。

[

事
後
評
価
の
ま
と
め]

　
有
線
テ
レ
ビ
放
送
等
施
設
は
、
Ｆ
Ｔ
Ｔ

Ｈ
方
式
に
よ
る
有
線
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
網
を
町
が
整
備
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
や
デ
ー
タ
放
送
な
ど
の
視
聴
、
高
速
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
、
防
災
行
政
無

線
と
連
携
し
た
Ｆ
Ｍ
告
知
放
送
が
全
地
域

で
利
用
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

公
共
施
設
間
を
結
ぶ
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
も
構
築
さ
れ
て
お
り
情
報
通
信
基
盤
は

一
定
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

・「
放
送
」
分
野
に
つ
い
て
は
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
、
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
（
Ｂ

Ｓ
・
Ｃ
Ｓ
衛
星
放
送
）、
自
主
番
組
放
送
、

自
主
文
字
放
送
、
自
主
デ
ー
タ
放
送
を
運

用
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
が
気
軽
に
有
線
テ
レ
ビ
を
利
用
で
き
る

よ
う
、
内
容
の
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

・「
通
信
」
分
野
に
つ
い
て
は
、
都
市
部

と
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
を
解
消
す
る
高

速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
を
実
現
し
て
い

ま
す
が
、
通
信
分
野
の
技
術
革
新
や
民
間

事
業
者
の
新
商
品
の
開
発
ス
ピ
ー
ド
は
非

常
に
速
く
、
こ
れ
ら
の
研
究
や
導
入
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成

27
年
１
月
か
ら
民
間
業
者
に
よ
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
等
が
ス
タ
ー
ト
し

た
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の
選
択
肢
が
増

え
喜
ば
し
い
反
面
、
競
争
が
激
化
し
て
き

て
い
ま
す
。

・「
防
災
」
分
野
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ

ル
防
災
行
政
無
線
お
よ
び
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
と
連
携
し
た

Ｆ
Ｍ
告
知
放
送
を
運
用
し
て
い
ま
す
。
機

能
を
最
大
限
発
揮
す
る
た
め
、
す
べ
て
の

世
帯
が
加
入
さ
れ
る
取
り
組
み
を
継
続
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
有
線
テ
レ
ビ

放
送
等
施
設
は
、
現
在
町
が
主
体
と
な
っ

て
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
住
民
参
加･

協

働
に
よ
る
事
業
運
営
を
推
進
し
て
お
り
、

そ
の
強
化
の
た
め
の
体
制
作
り
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、一
層
の
住
民
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
「
運
営
方
式
」
を
研
究
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
規
模
改
修
や
施
設
更
新
に
は

大
き
な
財
政
負
担
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
計

画
的
な
基
金
積
み
立
て
を
行
う
と
と
も
に

財
政
負
担
を
見
据
え
た
計
画
的
な
取
り
組

み
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　 整備計画時の
目標 実　績  

　 初年度
（Ｈ 21）

最終
（Ｈ 26）

H22 年
度末

H23 年
度末

H24 年
度末

H25 年
度末

H26 年
度末

整備地域
の世帯数

6,193 6,193 6,293 6,340 6,355 6,341 6,349

加入世帯数 900 1,548 1,604 1,686 1,775 1,872 1,754

加入率
（％） 14.5% 25.0% 25.5% 26.6% 27.9% 29.5% 27.6%

　 整備計画時の
目標 実　績

　 初年度
（Ｈ 21）

最終
（Ｈ 26）

H22 年
度末

H23 年
度末

H24 年
度末

H25 年
度末

H26 年
度末

整備地域
の世帯数

6,193 6,193 6,293 6,340 6,355 6,341 6,349

加入世帯数 3,097 4,645 5,332 5,380 5,438 5,525 5,572

加入率
（％）

50.0% 75.0% 84.7% 84.9% 85.6% 87.1% 87.8%

[

整
備
計
画
時
の
目
標
と
26
年
度
末
実
績]

●
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

【
サ
ー
ビ
ス
開
始
日
】

　
平
成
22
年
４
月
１
日

【
サ
ー
ビ
ス
形
態
】　

　
公
設
公
営
（
与
謝
野
町
有
線
テ
レ
ビ
）

【
目　
標
】

　
加
入
率　
25
・
０
％　

　
加
入
世
帯
数
（
１
５
４
８
世
帯
）
／
整

　
備
地
域
の
世
帯
数
（
６
１
９
３
世
帯
）

【
26
年
度
末
】

　
加
入
率
：
27
・
６
％　

　
加
入
世
帯
数
（
１
７
５
４
世
帯
）
／
整

　
備
地
域
の
世
帯
数
（
６
３
４
９
世
帯
）
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●ブロードバンドの整備計画時の目標と 26 年度末実績

● CATV の整備計画時の目標と 26 年度末実績
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問 企画財政課 ☎ 46-3084

新たに２人の隊員が就任しました
地域おこし協力隊通信③

　
６
月
１
日
付
で
与
謝
野
町
第
１
号
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
就
任
し
た
原は

ら
田だ

美み

ほ帆
さ
ん
に
続
き
、
10
月
１
日
付
で

新
た
に
２
名
の
隊
員
を
採
用
し
ま
し
た
。
今
回
新
た
に
就
任

し
た
隊
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
は
…
都
市
住
民
な
ど
地
域
外

　
の
人
材
を
地
域
社
会
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
受
け
入
れ
、

　
地
域
力
の
維
持
・
強
化
を
図
る
も
の
で
す
。

福
西　
遥

●
経
歴

　
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
第
２

類
卒
業
後
、
専
門
商
社
に
勤
務
。

主
に
リ
テ
ー
ル
営
業
を
担
当
。

●
活
動
地
域

　
観
光
協
会

●
業
務
内
容

　
「
海
の
京
都
」
観
光
地
域
づ

く
り（
地
域
資
源
の
魅
力
を
体

感
す
る
滞
在
交
流
型
観
光
づ
く

り
）、町
の
観
光
振
興
を
推
進
す

る
観
光
誘
客
・
観
光
宣
伝
事
業
、

地
域
と
連
携
し
た
来
訪
者
の
受

け
入
れ
体
制
づ
く
り 

な
ど

●
出
身
地

　
城
陽
市

●
応
募
の
動
機

　
元
々
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

仕
事
に
興
味
が
あ
り
、
転
職
を

考
え
な
が
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
専
門
学

校
に
通
う
な
ど
私
な
り
に
行
動

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、

転
職
サ
イ
ト
を
通
じ
て
与
謝
野

町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募

集
を
知
り
、
こ
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
仕
事
で
あ
れ
ば
、
営

業
で
得
た
経
験
を
活
か
し
新
た

に
挑
戦
し
た
い
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
仕
事
を
実
現
で
き
る
と
思

い
、
志
望
し
ま
し
た
。

●
与
謝
野
町
の
印
象

　
以
前
、
与
謝
野
町
に
来
た
こ

と
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
第
一

印
象
と
し
ま
し
て
は
、
町
内
に

海
と
山
の
両
方
が
あ
り
、
自
然

豊
か
で
安
ら
ぎ
を
感
じ
ら
れ
る

町
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

歴
史
あ
る
町
並
み
や
建
造
物
に

福西 遥 ふくにし はるか

も
興
味
を
惹
か
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
私
が
出
会
っ
た
町
の
人
た

ち
は
と
て
も
温
か
く
、
す
ご
く

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
方
が
多
い

こ
と
に
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

●
今
後
の
抱
負

　
ま
ず
は
、
与
謝
野
町
の
生
活

に
慣
れ
る
こ
と
に
重
き
を
お
い

て
、
そ
の
上
で
私
の
で
き
る
こ

と
か
ら
地
域
活
性
化
に
つ
な
が

る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

江
種　
里
榮
子

●
経
歴

　
京
都
精
華
大
学
卒
業
後
、
大

学
院
研
究
科
等
に
勤
務
。
主

に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
デ
ザ
イ
ン
、
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
る
。

●
活
動
地
域

　
道
の
駅
エ
リ
ア

●
業
務
内
容

　
道
の
駅
を
地
域
拠
点
と
し
た

滞
在
交
流
エ
リ
ア
づ
く
り
、
道

の
駅
店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向 江種 里榮子 えぐさ りえこ

　
平
成
28
年
１
月
１
日
の
機
構
改
革
に

伴
う
役
場
組
織
の
再
編
で
税
務
課
は
加

悦
庁
舎
に
移
転
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
税
務
課
で
は
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、
公
図
の
閲
覧
お

よ
び
写
し
の
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
事
務
所
移
転
に
伴
い
12

月
１
日
か
ら
加
悦
庁
舎
に
公
図
等
の
資

料
の
搬
出
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
公

図
の
閲
覧
お
よ
び
写
し
の
交
付
を
一
時

的
に
中
止
し
ま
す
。

　
閲
覧
中
止
期
間

　
12
月
１
日
（
火
）
か
ら
平
成
28
年
１

月
８
日
（
金
）
ま
で
。

※
平
成
28
年
１
月
12
日
（
火
）
よ
り
公

　
図
の
閲
覧
お
よ
び
写
し
の
交
付
を
再

　
開
し
ま
す
。

　
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
な
お
、
公
図
の
閲
覧
お
よ
び
写
し
の

交
付
に
つ
い
て
は
、
京
都
地
方
法
務
局

宮
津
支
局
（
☎
２
２・
２
５
６
１
）
で

行
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
税
務
課
保
管
の
公
図
は
賦
課
期
日
後

の
分
合
筆
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

京
都
地
方
法
務
局
の
公
図
と
は
一
致
し

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
正
確
を
期
す

る
場
合
に
は
、
京
都
地
方
法
務
局
宮
津

支
局
で
公
図
の
写
し
を
お
取
り
い
た
だ

く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問 税務課 ☎ 44-2084

公図の閲覧・写しの交付サービス一時中止のお知らせ
税務課からのお知らせ

問 企画財政課 ☎ 46-3084

ＤＶに気づいてください
11 月 12 日～ 25 日は「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

　
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
約
３
分
の

２
は
誰
に
も
相
談
せ
ず
、
一

人
で
悩
む
人
が
多
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　
夫
婦
間
の
こ
と
だ
か
ら
‥

と
我
慢
せ
ず
、
専
門
機
関
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｄ
Ｖ
の
例

【
身
体
的
暴
力
】

　
殴
る
、蹴
る
、首
を
締
め
る
、

髪
を
ひ
っ
ぱ
る　
な
ど	

【
経
済
的
暴
力
】

　
生
活
費
を
渡
さ
な
い
、
仕

事
に
就
か
せ
な
い
、
お
金
を

取
り
上
げ
る　
な
ど

【
精
神
的
暴
力
】

　

暴
言
を
吐
く
、
脅
か
す
、

無
視
す
る
、
人
間
性
の
否
定

な
ど	

【
社
会
的
暴
力
】

　
外
出
や
、
親
族
・
友
人
と

の
つ
き
あ
い
を
制
限
す
る

　
手
紙
や
メ
ー
ル
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る　
な
ど

【
性
的
暴
力
】

　
性
的
行
為
の
強
要
、
避
妊

に
協
力
し
な
い　
な
ど	

【
子
ど
も
を
利
用
し
た
暴
力
】

　
子
ど
も
の
前
で
暴
力
を
ふ

る
う
、
誹
謗
・
中
傷
す
る　

な
ど

“

な
ぜ
逃
げ
な
い
の
？

　
恐
怖
や
緊
張
状
態
に
さ
ら

さ
れ
続
け
る
こ
と
で
、「
も

う
何
を
し
て
も
逃
げ
ら
れ
な

い
…
」
と
い
う
絶
望
感
か
ら
、

行
動
を
起
こ
す
気
力
さ
え
も

失
わ
れ
て
い
き
、
自
分
一
人

の
力
で
は
そ
の
状
況
か
ら
抜

け
出
す
こ
と
が
と
て
も
難
し

く
な
り
ま
す
。

被
害
者
に
も

問
題
が
あ
る
？

　

暴
力
を
ふ
る
っ
た
人
は
、

し
ば
し
ば
「
お
前
が
悪
い
」

な
ど
と
言
っ
て
暴
力
を
正
当

化
し
よ
う
と
し
ま
す
。
そ
し

て
、
周
囲
や
被
害
者
本
人
で

さ
え
も
被
害
者
の
落
ち
度
の

よ
う
に
思
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 　

　
し
か
し
、
ど
ん
な
理
由
が

あ
っ
て
も
暴
力
は
許
さ
れ
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
が
被
害
者

か
ら
相
談
さ
れ
た
ら

●
相
手
の
話
を
し
っ
か
り

　
と
受
け
と
め
て
あ
げ
ま
し

　
ょ
う
。 

●
被
害
者
に
「
あ
な
た
は
決

　
し
て
悪
く
な
い
、
自
分
を

　
責
め
な
い
で
」
と
伝
え
て

　
く
だ
さ
い
。 

●
ま
ず
、
被
害
者
と
子
ど
も

　
の
安
全
を
確
認
し
て
く
だ

　
さ
い
。 

●
で
き
る
な
ら
病
院
や
警

　
察
に
行
く
と
き
に
付
き

　
添
っ
て
く
だ
さ
い
。 

●
専
門
の
相
談
機
関
が
あ

　
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
だ

　
さ
い
。 

●
「
あ
な
た
も
悪
い
」
な
ど

　
と
非
難
す
る
こ
と
は
被
害

　
女
性
を
さ
ら
に
傷
つ
け
る

　
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

●
「
が
ま
ん
が
た
り
な
い
」

　
「
離
婚
し
た
ら
子
ど
も
が

　
不
幸
に
な
る
」
な
ど
一
方

　
的
な
見
方
を
押
し
つ
け
な

　
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

●
か
ら
か
っ
た
り
、
冗
談
で

　
ご
ま
か
し
た
り
し
な
い
よ

　
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ

さ
い

【
主
な
Ｄ
Ｖ
相
談
機
関
】

京
都
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー

☎
０
７
５
・５
３
１
・９
９
１
０

京
都
府
北
部
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー

☎
０
７
７
３
・
２
２・９
９
１
１

京
都
府
警
察
総
合
相
談　
　

☎
０
７
５
・４
１
４
・０
１
１
０

宮
津
警
察
署
相
談
室　

☎
０
７
７
２・
２
５
・０
１
１
０

京
都
府
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー　

☎
０
７
５
・６
９
２・３
４
３
７

与
謝
野
町
役
場 

福
祉
課　

 

☎
４
３
・１
５
１
３

よ
さ
の
虐
待
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

（
与
謝
野
町
DV
・
虐
待
防
止

セ
ン
タ
ー
専
用
電
話
）

☎
４
３
・１
５
１
６

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ　
　
　
　
　

☎
０
５
７
０
・０
・５
５
２
１
０

　
緊
急
時
・
危
険
を
感
じ
た

ら
迷
わ
ず　
１
１
０
番

女
性
相
談

※
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ

　
ラ
ー
に
よ
る
女
性
相
談
も

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
次
回
開
催
】

　
11
月
17
日
（
火
）

定
員
３
名
（
１
人
50
分
）

午
後
１
時
～
４
時　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
財
政
課

☎
４
６
・３
０
８
４

職
員
人
事
異
動

　

９
月
30
日
付
の
職
員
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

【
石
川
保
育
所
】

退　

 

職　

藤
原　
知
世

　

10
月
１
日
付
の
町
職
員
人
事
異
動
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
（
括
弧
内
は
前
所
属
）。

【
保
健
課
】

理
学
療
法
士　

上
田　
充
弥
（
保
健
課
主
事
補
）

【
保
健
課
】

主　

  

事　

吉
岡　
美
香
子
（
保
健
課
主
事
補
）

【
福
祉
課
】

社
会
福
祉
士　

安
達　
寛
将
（
福
祉
課
主
事
補
）

【
加
悦
保
育
園
】

保 

育 

士　

大
松　
徳
喜
（
加
悦
保
育
園
主
事
補
）

【
企
画
財
政
課
】

主　

 

事　

永
井　
大
地
（
企
画
財
政
課
主
事
補
）

【
加
悦
地
域
振
興
課
】

主　

 

事　

西
原　
康
平（
加
悦
地
域
振
興
課
主
事
補
）

【
岩
滝
幼
稚
園
】

教　

 

諭　

吉
村　
知
美
（
岩
滝
幼
稚
園
主
事
補
）

【
与
謝
保
育
園
】

保 

育 

士　

大
江　
瑛
美
（
与
謝
保
育
園
主
事
補
）

【
山
田
保
育
所
】

保 

育 

士　

西
川　
知
里
（
山
田
保
育
所
主
事
補
）

【
石
川
保
育
所
】

保 

育 

士　

森
下　
佳
苗
（
石
川
保
育
所
主
事
補
）

【
税
務
課
】

主　

  

事　

植
田　
悠
太
郎
（
税
務
課
主
事
補
）

け
た
企
画
立
案
、
地
域
資
源
を

活
用
し
た
地
域
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
開
発　
な
ど

●
出
身
地

　
京
都
市

●
応
募
の
動
機

　
応
募
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
で
発

信
さ
れ
て
い
た
、
ど
ん
ど
ん
新

し
い
こ
と
に
も
取
り
組
も
う
と

す
る
感
覚
と
、
一
緒
に
や
り
ま

し
ょ
う
！
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

力
に
引
か
れ
ま
し
た
。

●
与
謝
野
町
の
印
象

　
た
だ
熱
く
な
る
に
と
ど
ま
ら

ず
、
周
り
を
暖
め
る
熱
を
持
っ

た
人
が
い
る
！
ワ
ク
ワ
ク
と
い

う
感
覚
を
大
切
に
し
よ
う
と
し

て
い
る
人
が
い
る
！
そ
っ
と
温

か
く
手
を
差
し
の
べ
て
く
れ
る

人
が
い
て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

与
謝
野
こ
と
ば
が
あ
る
。

●
今
後
の
抱
負

　
与
謝
野
町
が
抱
く
様
々
な
魅

力
を
知
り
、
そ
の
魅
力
の
発
信

や
、
魅
力
が
よ
り
活
き
る
仕
掛

け
を
つ
く
っ
て
行
き
た
い
で
す
。

　
今
後
、
各
隊
員
の
活
動
状
況

を
広
報
よ
さ
の
で
毎
月
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。
ま
ち
で
活

動
す
る
隊
員
に
出
会
わ
れ
た
際

は
、
ぜ
ひ
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。
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人権に関することはお気軽にご相談ください
人権擁護委員

人
権
擁
護
委
員

の
紹
介　

　
平
成
27
年
10
月
１

日
付
け
で
人
権
擁
護

委
員
に　
瀬せ

堂ど
う
久ひ
さ
雄お

氏
（
石
川
）、　
増ま
す

田だ

明あ
け

美み

氏
（
三
河
内
）

が
再
委
嘱
、
大お

お
江え

明あ
き

子こ

氏
（
石
田
）、
大お
お

江え

良り
ょ
う
一い
ち
氏
（
男
山
）

が
新
た
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
と

は
、
地
域
で
人
権
思

想
を
広
め
、
人
権
侵

害
が
起
き
な
い
よ
う

に
見
守
り
、
人
権
を

大江良一さん（新任）

擁
護
し
て

い
く
法
務

大
臣
が
委

嘱
し
た
民

間
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

の
方
々
で

す
。

　
人
権
擁

護
委
員
の

任
期
は
３

年
で
、
現

在
与
謝
野

町
で
は
11

問 建設課 ☎ 46-3267

　

地
震
に
つ
よ
い
町
づ
く
り
を
す
す

め
る
与
謝
野
町
で
は
、
木
造
住
宅
の

安
全
性
の
向
上
の
た
め
、
今
年
度
も

耐
震
診
断
士
派
遣
お
よ
び
耐
震
改
修

費
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業

【
対
象
住
宅
】

◎
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

し
完
成
し
て
い
る
も
の
。

◎
木
造
住
宅
で
、
延
べ
面
積
の
２
分

の
１
以
上
を
住
宅
と
し
て
使
用
し
て

い
る
も
の
。

◎
簡
易
耐
震
診
断
を
用
い
た
自
己
診

断
の
結
果
、
倒
壊
等
の
危
険
性
が
高

い
も
の
。

※
申
し
込
み
で
き
る
人
は
、
住
宅
の

　
所
有
者
ま
た
は
居
住
者
。

【
募
集
戸
数
】　
先
着
４
戸

【
補
助
内
容
】

◎
自
己
負
担
３
０
０
０
円
（
１
戸
当

た
り
）
で
京
都
府
木
造
住
宅
耐
震
診

断
士
を
派
遣
し
ま
す
。

【
申
込
締
切
】　
11
月
27
日
（
金
）

●
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
助
成

【
対
象
住
宅
】

◎
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

し
完
成
し
て
い
る
も
の
。

◎
木
造
住
宅
で
、
延
べ
面
積
の
２
分

の
１
以
上
を
住
宅
と
し
て
使
用
し
て

い
る
も
の
。

◎
京
都
府
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
に

よ
る
耐
震
診
断
の
結
果
、
評
点
1.0
未

地震につよい木造住宅づくりを支援します
木造住宅耐震診断士派遣・木造住宅耐震改修費助成

満
の
も
の
を
改
修
後
1.0
以
上
に
向
上

さ
せ
る
も
の
。（
当
分
の
間
、
改
修

後
評
点
0.7
以
上
も
認
め
る
。）

◎
与
謝
野
町
建
築
物
耐
震
改
修
促
進

計
画
で
重
点
的
に
住
宅
の
耐
震
化
を

図
る
べ
き
区
域
と
位
置
づ
け
た
区
域

内
に
あ
る
も
の
。

※
申
し
込
み
で
き
る
人
は
、
住
宅
の

　
所
有
者
ま
た
は
居
住
者
で
、
地
方

　
税
の
滞
納
を
し
て
い
な
い
人
。

【
対
象
工
事
等
】

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
可
能

性
が
あ
る
、
ま
た
は
高
い
と
診
断
さ

れ
た
木
造
住
宅
に
対
す
る
耐
震
改
修

設
計
ま
た
は
耐
震
改
修
工
事
。

【
助
成
内
容
】

　

耐
震
改
修(

設
計･

工
事)

に
要

し
た
費
用
の
４
分
の
３(

上
限
90
万

円)

を
補
助
。

【
募
集
戸
数
】　
先
着
３
戸

【
申
込
締
切
】　
11
月
27
日
（
金
）

【
注
意
事
項
】

　
設
計･

工
事
着
手
後
や
設
計
事
務

所
・
工
務
店
等
と
の
契
約
後
の
受
付

は
で
き
ま
せ
ん
。

●
木
造
住
宅
の
簡
易
な

　
耐
震
改
修
費
助
成

【
対
象
住
宅
】

◎
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

し
完
成
し
て
い
る
も
の
。

◎
木
造
住
宅
で
、
延
べ
面
積
の
２
分

の
１
以
上
を
住
宅
と
し
て
使
用
し
て

い
る
も
の
。

◎
与
謝
野
町
建
築
物
耐
震
改
修
促
進

計
画
で
重
点
的
に
住
宅
の
耐
震
化
を

図
る
べ
き
区
域
と
位
置
づ
け
た
区
域

内
に
あ
る
も
の
。

※
申
し
込
み
で
き
る
人
は
、
住
宅
の

　
所
有
者
ま
た
は
居
住
者
で
、
地
方

　
税
の
滞
納
を
し
て
い
な
い
人
。

【
対
象
工
事
等
】

　
木
造
住
宅
（
耐
震
改
修
を
実
施
し

た
木
造
住
宅
を
除
く
）
に
対
し
て
行

う
耐
震
改
修
設
計
ま
た
は
耐
震
改
修

工
事
で
、
簡
易
な
改
修
の
方
法
に
よ

り
耐
震
性
を
向
上
さ
せ
る
も
の
。

【
助
成
内
容
】

　
簡
易
な
耐
震
改
修(

設
計･

工
事

)

に
要
し
た
費
用
の
４
分
の
３(

上

限
30
万
円)

を
補
助
。

【
募
集
戸
数
】　
先
着
１
戸

【
申
込
締
切
】　
11
月
27
日
（
金
）

【
注
意
事
項
】

　
設
計･

工
事
着
手
後
や
設
計
事
務

所
・
工
務
店
等
と
の
契
約
後
の
受
付

は
で
き
ま
せ
ん
。

●
住
宅
に
関
わ
る

　
耐
震
改
修
促
進
税
制
に
つ
い
て

　
改
修
内
容
に
よ
っ
て
は
所
得
税
の

特
別
控
除
、
固
定
資
産
税
の
減
税
措

置
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

　
建
設
課 　
☎
４
６・３
２
６
７

名
の
委
員
が
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。
い
じ

め
、
差
別
、
セ
ク
ハ

ラ
、
Ｄ
Ｖ
そ
の
他
人

権
に
関
す
る
こ
と
で

お
悩
み
の
方
は
気
兼

ね
な
く
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

常
駐
相
談
窓
口

（
法
務
局
）
毎
月
第

２
・
第
４
火
曜
日
の

午
前
10
時
～
午
後
４

時
、
法
務
局
宮
津
支

局
に
て

電
話
相
談
窓
口
（
み
ん

な
の
人
権
１
１
０
番
）

☎
０
５
７
０
・

　
０
０
３
・１
１
０

大江明子さん（新任）

問 住民環境課 ☎ 44-2083

緑のカーテンコンテスト 2015 を開催しました
緑のカーテンコンテスト 2015

　

地
球
温
暖
化
の
一
因
と

な
っ
て
い
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
及
び
電
力
不
足
に
対

す
る
省
エ
ネ
行
動
は
、
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
が

必
要
で
す
。
窓
を
覆
う
「
緑

の
カ
ー
テ
ン
」
は
、
夏
の
日

差
し
を
和
ら
げ
、
家
の
中
の

温
度
を
約
３
℃
下
げ
る
効
果

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
と
よ
さ
の
百
年
の
暮
ら

し
委
員
会
（
愛
称　
み
ら
い

ふ
）
で
は
、
地
球
温
暖
化
対

策
の
一
環
と
し
て
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
を
促
進
す
る

た
め
、
住
民
が
取
り
組
み
や

す
く
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
の

高
い
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
に

つ
い
て
、
設
置
の
促
進
に
よ

る
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
を
進

め
る
た
め
「
緑
の
カ
ー
テ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
は
応
募

の
中
か
ら
最
優
秀
作
品
な
ど

次
の
４
点
を
選
考
し
ま
し
た
。

　

応
募
者
の
コ
メ
ン
ト
に

は
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
に
よ
っ

て
、
冷
房
の
使
用
頻
度
が
減

り
、
電
気
代
が
節
約
で
き
た
、

子
ど
も
と
一
緒
に
水
や
り
を

し
た
と
、
皆
さ
ん
が
思
い
思

い
に
、
楽
し
ん
で
い
る
様
子

が
伺
え
ま
し
た
。

　
来
年
の
夏
は
「
緑
の
カ
ー

テ
ン
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

●
選
考
結
果

【
個
人
の
部
】　　

最
優
秀
賞

　
石
出
一
乃
さ
ん
（
岩
滝
）

優
秀
賞　

　
市
田
瑞
恵
さ
ん
（
明
石
）

【
事
業
所
等
の
部
】

最
優
秀
賞　

　
オ
リ
ッ
ク
ス
・
フ
ァ
シ
リ

　
テ
ィ
ー
ズ
㈱
北
部
医
療
セ

　
ン
タ
ー
事
業
所

優
秀
賞

　
安
田
産
業
株
式
会
社

オリックス・ファシリティーズ㈱
北部医療センター事業所 石出一乃さん

問 住民環境課 ☎ 44-2083

シリーズ⑥ 与謝野町のごみの現状

と
定
め
、
各
ご
家
庭
で
ご
み
の

減
量
化
、
特
に
可
燃
ご
み
の
減

量
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
と
し
ま
す
。

減
量
化
目
標

　
収
集
さ
れ
る
ご
み
の
約
８
割

は
可
燃
ご
み
で
す
。
可
燃
ご
み

を
減
量
化
す
る
こ
と
が
、
与
謝

野
町
全
体
の
ご
み
量
を
減
ら
す

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　
毎
年
、
ご
み
処
理
費
用
と
し

て
３
億
円
を
超
え
る
経
費
が
必

要
で
、
そ
の
約
１
割
程
度
が
ご

み
有
料
化
に
よ
る
負
担
の
目
安

と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

に
見
合
う
減
量
目
標
を
設
定
し

ま
す
。
つ
ま
り
、
近
年
の
可
燃

ご
み
の
収
集
実
績
の
平
均
が
、

約
４
８
７
０
ｔ
で
す
の
で
、
そ

の
４
割
減
の
約
３
０
０
０
ｔ
を

平
成
28
年
度
の
減
量
目
標
と
し

て
、
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
前
号
で
は
、
負
担
の
公
平
化

や
ご
み
の
減
量
化
の
観
点
か
ら

ご
み
袋
有
料
化
の
実
施
を
検
討

し
て
い
る
こ
と
を
、
お
話
し
て

き
ま
し
た
。

　
ご
み
袋
の
有
料
化
と
は
、
ご

み
袋
代
に
「
ご
み
処
理
費
用
の

一
部
」
を
加
え
た
価
格
で
ご
み

袋
を
販
売
す
る
こ
と
で
す
。（
現

在
の
ご
み
袋
の
価
格
は
ご
み
袋

の
製
造
・
流
通
コ
ス
ト
だ
け
で
、

ご
み
処
理
費
用
の
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
）
し
か
し
、
ご
み
袋
の

有
料
化
の
前
に
有
料
化
を
回
避

す
る
可
能
性
を
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

ご
み
袋
有
料
化

の
前
に
減
量
化
を

　
ご
み
袋
の
有
料
化
の
目
的
の

１
つ
で
あ
る
ご
み
の
減
量
化
を
、

具
体
的
な
方
法
等
を
提
案
す
る

中
で
、
期
間
を
定
め
て
与
謝
野

町
全
体
で
取
り
組
み
、
そ
の
結

果
に
よ
り
、
ご
み
の
有
料
化
を

行
う
か
ど
う
か
、
ま
た
有
料
化

す
る
と
し
て
も
、
ど
の
程
度
の

負
担
を
お
願
い
す
る
の
か
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
来
年
度
、
平

成
28
年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

を
、『
ご
み
減
量
化
強
化
期
間
』

住民説明・広報によ
る減量化の呼びかけ

取り組み結果を踏
まえて実施の場合
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で
は
ど
こ
ま
で
ご
み
を
減
量

し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

３年平均約 4,870 ｔ
可燃ごみの収集実績

可燃ごみ　約 3,000 ｔ
平成 28 年度目標

４割減

　
非
常
に
高
い
減
量
目
標
で
す

が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

減
量
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
理
解
ご
協
力
の
う
え
、
家
庭

で
の
減
量
化
を
お
願
い
し
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平成 29 年度以降 平成 28 年度 平成 27 年度

ごみ減量化強化期間
取組結果
集計検討

ゴミ有料化
　  実施



　　ぎゃらりぃ知遊館展示
日　時　11 月 22 日～ 12 月 13 日
　　　　月曜日休館・入場無料
会　場　知遊館　展示室
内　容　「染色展」
問い合わせ先　
　　　　知遊館　☎ 46 － 2451

町 政  News & Information

男 女 共 同 参 画

シリーズ 89

与謝野町役場 
　☎ 46-3001（代表）

岩滝地域振興課
　☎ 46-3002
総務課
　☎ 46-3003
　☎ 46-3004（消防安全係） 
企画財政課 
　☎ 46-3084
　☎ 46-3085（情報システム係）
建設課
　☎ 46-3267
商工観光課
　☎ 46-3269
会計室
　☎ 46-3007
野田川庁舎
　☎ 44-2081（代表）

野田川地域振興課
　☎ 44-2082
住民環境課
　☎ 44-2083 
税務課
　☎ 44-2084 
水道課
　☎ 44-2085 
下水道課
　☎ 44-2086
加悦庁舎 
　☎ 43-1511（代表）

加悦地域振興課
　☎ 43-1512
福祉課
　☎ 43-1513
保健課
　☎ 43-1514
農林課
　☎ 43-2191
議会事務局
　☎ 43-0215
教育委員会 教育総務課
　☎ 43-2192
教育委員会 教育推進課
　☎ 43-2193

町 政  News & Information
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平成 27 年９月末現在

人　口	23,080 人（ー 18）

　男　	10,968 人（  － ６）

　女　	12,112 人（－ 12）

世帯数	 9,163 戸（ー 6）
※括弧内は前月比

まちのうごき

問 企画財政課 ☎ 46-3084
地域おこし協力隊通信③

　
こ
ん
に
ち
は
、
与
謝
野
町
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
第
１
号
の
原
田

美
帆
で
す
。
い
よ
い
よ
実
り
の
季

節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
ね
！
例
年

こ
の
季
節
は
、
毎
食
の
お
い
し
い

ご
飯
に
手
を
合
わ
せ
食
欲
の
秋
を

謳
歌
し
て
い
る
私
で
す
が
、
今
年

は
少
し
特
別
な
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
。
与
謝
野
に
や
っ
て
来
て
、

農
家
の
方
々
と
知
り
合
い
に
な
っ

て
、
お
野
菜
、
果
物
、
新
米
、
い

ま
全
て
の
恵
み
が
愛
お
し
く
て
た

ま
り
ま
せ
ん
。
生
産
者
の
方
の
顔

を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
い
た
だ

き
ま
す
と
ご
ち
そ
う
さ
ま
を
唱
え

て
い
ま
す
。
食
べ
物
は
多
く
の
人

の
手
が
繋
ぎ
、
食
卓
に
上
る
と
い

う
こ
と
。
そ
の
流
れ
を
知
識
と
し

て
持
っ
て
い
て
も
、
本
当
の
と
こ

ろ
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
湯

気
ま
で
神
々
し
い
豆
っ
子
米
の
新

米
を
ほ
お
ば
り
、
幸
せ
を
噛
み
締

め
て
い
ま
す
。

　
週
末
は
両
親
や
友
人
が
訪
ね
て

く
れ
る
の
で
す
が
、
千
年
椿
の
大

き
さ
に
は
皆
が
驚
き
ま
す
。
面
白

い
の
は
、
大
田
和
集
落
の
跡
地
に

想
い
を
は
せ
た
り
、
植
生
を
観
察

し
て
原
生
林
に
つ
い
て
話
を
し
た

り
、
き
の
こ
を
観
察
し
た
り
と

い
っ
た
楽
し
み
方
で
す
。
公
園
か

ら
椿
ま
で
の
道
の
り
か
ら
何
を
発

見
す
る
の
か
、
そ
こ
に
そ
の
人
ら

し
さ
が
滲
み
出
て
く
る
も
の
で
す

ね
。
そ
し
て
我
が
家
に
も
小
さ
な

椿
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
冬
の
寒
さ
を
一
緒
に
耐
え
て
い

き
た
い
で
す
。

　
さ
て
さ
て
、
京
都
市
内
に
戻
っ

た
京
都
Ｘ
キ
ャ
ン
プ
与
謝
野
の
学

生
た
ち
の
様
子
を
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。
10
月
７
日
に
は
「
夏
の
活

動
報
告
会
」
を
拠
点
De
ま
ち
に
て

開
催
し
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
展
示
や

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
実
施
し
、
反

省
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。
こ
の
夏
で
た
く

ま
し
く
成
長
し
た
一
回
生
が
活

発
に
発
言
す
る
姿
は
と
て
も
頼

も
し
く
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が

楽
し
み
で
す
。

　

最
後
に
お
知
ら
せ
で
す
！

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
椿
サ
ミ
ッ

ト
公
式
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し

た
。
活
動
の
報
告
や
エ
ピ

ソ
ー
ド
紹
介
な
ど
、
与
謝

野
町
の
皆
さ
ま
に
楽
し
く

読
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。『
第
26
回
全
国
椿
サ

ミ
ッ
ト
与
謝
野
大
会
』
と

検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
い
い
ね
！
や
記

事
の
シ
ェ
ア
、
気
軽
に
コ

メ
ン
ト
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

ど
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、９月16日から10月15日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

問 教育推進課 ☎ 43-2193

11 月 29 日に、 知遊館で
開催します！

　
与
謝
蕪
村
ゆ
か
り
の
俳
句
の

町
と
し
て
、
丹
後
を
訪
れ
た
文

人
た
ち
が
培
っ
て
き
た
俳
句
文

化
の
振
興
と
与
謝
蕪
村
の
顕
彰

を
目
的
と
し
て
、
第
四
回
目
と

な
る
「
与
謝
蕪
村
顕
彰
与
謝
野

町
俳
句
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
事
前
投
句
は
、
自
由
題
三
句

の
ほ
か
、
俳
句
の
背
景
な
ど
を

書
い
た
「
前
書
」
も
含
め
て
選

考
す
る
前
書
俳
句
一
句
を
募
集

し
ま
し
た
。

　
海
外
を
含
む
、
全
国
各
地
か

ら
９
６
３
名
の
方
の
投
句
が
あ

り
、
自
由
題
は
２
８
３
８
句
、

前
書
俳
句
は
７
９
８
句
と
多
く

の
ご
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
内
の
小
・
中
・
高

校
生
を
対
象
と
し
た
「
平
成
Ｂ

ｕ
ｓ
ｏ
ｎ
俳
句
大
賞
」
に
は
、

１
０
２
８
句
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

　
当
日
投
句
は
、
自
由
題
一
人

一
句
（
投
句
料
は
無
料
）
で
、

当
日
参
加
の
方
が
ご
応
募
で
き

俳
句
大
会
当
日
の
日
程

■
９
時
～

　
受
付(

当
日
投
句
受
付
開
始)

■
10
時
30
分  

　
開
会(

当
日
投
句
受
付
締
切)

●
事
前
投
句
表
彰
・
講
評　

自
由
題
の
部　
　

　
稲い

な
畑は
た　

廣こ
う

太た

郎ろ
う

氏

前
書
俳
句
の
部　

　
茨

い
ば
ら
木き　
和か
ず
生お

氏

　
大お

お
石い
し　
悦え
つ

子こ

氏

平
成
Ｂ
ｕ
ｓ
ｏ
ｎ

　
南み

な
み　

う
み
を
氏

■
12
時
～

　
昼
食
・
当
日
投
句
の
互
選

■
13
時
10
分

　
当
日
投
句
の
互
選
受
付
締
切

■
13
時
20
分
～

　
与
謝
蕪
村
顕
彰
プ
ロ
グ
ラ
ム

■
14
時
50
分
～

　
当
日
投
句
表
彰
・
講
評

稲
畑
廣
太
郎
氏
ほ
か

■
15
時
30
分　

　
閉
会

ま
す
。
投
句
用
紙
は
受
付
で
お

渡
し
し
ま
す
。

　

午
前
の
事
前
投
句
表
彰
は
、

自
由
題
俳
句
、
前
書
俳
句
と
町

内
の
小
・
中
・
高
校
生
対
象
の

「
平
成
Ｂ
ｕ
ｓ
ｏ
ｎ
俳
句
大
賞
」

に
分
け
て
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
選

者
の
方
に
講
評
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
午
後
の
「
与
謝
蕪
村
顕
彰
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
選
者
の
稲

畑
廣
太
郎
氏
、
茨
木
和
生
氏
、

大
石
悦
子
氏
と
蕪
村
研
究
者
の

藤
田
真
一
氏
に
ご
出
演
い
た
だ

き
ま
す
。

お
願
い

　

昼
食
会
場
は
設
け
ま
す
が
、

お
弁
当
等
の
販
売
や
斡
旋
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
、
各
自
で
ご
準

備
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
町
立
江
山
文
庫

☎
４
３
・
２
１
８
０

月
曜
日
休
館

家
屋
の
新
築
・
増
築
・

取
り
壊
し
に
つ
い
て

　

 

「
家
屋
」
に
係
る
固
定
資
産
税

は
、
毎
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
新
築
ま
た
は
増
築
さ
れ

た
家
屋
に
対
し
て
、
建
築
し
た
翌

年
度
か
ら
課
税
さ
れ
、
取
り
壊
し

を
し
た
場
合
は
課
税
さ
れ
な
く
な

り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
12
月
末
日
ま
で
に

家
屋
の
新
築
、
増
築
ま
た
は
取
り

壊
し
を
さ
れ
た
方
は
、
税
務
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
新
築
ま
た
は
増
築
を
さ
れ

た
場
合
は
、
家
屋
評
価
の
た
め
現

地
で
の
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

調
査
に
当
た
っ
て
は
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
家
屋
と
は
？
】　

　
住
宅
や
店
舗
、
作
業
場
、
事
務

所
、
車
庫
な
ど
（
プ
レ
ハ
ブ
を
含

む
）
の
建
物

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　
税
務
課　

☎
４
４・
２
０
８
４

活動報告会より一コマ！秋の夜長に与謝野愛は語り尽くせず

滞納税相談窓口
納期を過ぎた町税の納付相談窓口
京都地方税機構 丹後地方事務所
 京丹後市役所 大宮庁舎 3階

　☎ 0772-68-1041

今月の納期
11/30（月）まで

国民健康保険税　第 6 期
介 護 保 険 料　第 6 期

訂正とお詫び
 『広報よさの 10 月
号』（№ 116）にお
いて内容に誤りがあ
りました。以下のと
おり訂正してお詫び
いたします。（下線
部が訂正箇所）
■ P3
江陽中学校　3 年
三野　漠さん

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています



市場チームが大会８連覇！
　連覇が続く市場チーム。今年のレースでは４区でトップ
に立つと、そのまま順位を譲らず、ゴールしました。２
位以下のチームを大きく引き離して、8 連覇となるゴール
テープを切り圧倒的な強さを見せ付けました。
　２位には岩滝チーム、３位には山田チームが輝きました。
チーム順位、区間賞は左下をご覧ください。
※新は大会新記録、タイは大会タイ記録

記録の詳細は、
町体育協会（☎
46-6006）まで。

●チーム順位
優勝  市場Ａ
２位  岩　滝
３位  山　田
４位  与　謝
５位  加悦Ａ
６位  桑　飼
７位  三河内
８位  石　川
９位  岩　屋

オープン  市場Ｂ
オープン  加悦Ｂ

●区間賞（敬称略）

１区  松尾　一徹（桑飼）

２区  小坂　健太（加悦Ａ）

３区  山本　泰典（加悦Ａ）

４区  岸田　笑佳（市場Ａ）

５区  長島　弘晃（山田）新

６区  堀井　祥平（市場Ａ）

７区  久泉　晴香（三河内）

８区  鈴木　優士（加悦Ａ）

９区  滝野　博文（加悦Ａ）

10 区  白數　正文（山田）

11 区  井上　新大（岩滝）

12 区  安見　一徳（山田）

13 区  植杉香名子（山田）

14 区  亀井　祐貴（三河内）

15 区  黒川　　翼（市場Ａ）

16 区  小田　陽一（与謝）

１．岩滝チームのたすきリレー　２．接戦でランナーが中継所へ　３．仲間の
ランナーを迎える山田の選手　４．力を振り絞ってたすきをつなぐ石川チー
ム　５．走り終え後続を見守る選手　６．ゴールテープを切る与謝チームの
アンカー　７．岩屋チーム懸命のたすきリレー　８．接戦で最後の順位争い

１

６５２

６３

８

４ ７

５

８連覇を示す８本の指を突き
出し、ゴールテープを切る市
場 A チームの山﨑選手

PHOTO
TOPICS

第 8 回
与謝野町駅伝競走大会

沿道の声援を背に、
176 人のランナーが
与謝野路を駆け抜ける。

秋 晴れの天候の中開催された、今年の
町内一周駅伝。10 月４日、石川小学校

をスタート、岩滝体育館前をゴールとする町内
周回コース総距離 26. ８㎞、16 区間で行われ
ました。
　今年は、町内の全小学校区から 11 チーム（市
場・加悦は各２チーム）が参加し、沿道の声援
を背に受けながら、総勢 176 人のランナーが
懸命にたすきをつなぎ、ゴールを目指しました。

８連覇を果たし、笑顔の市場チームの皆さん

新

タイ

発
行
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